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日 本 の 白 鳥NillonnoHakucho（SwansinJapan） （33）：1－43，2009

平成10年 度～19年 度

越冬ハ クチ ョウの飛来状況2
～環境省 ガンカモ生息調査資料か ら～

角 田 分

999－8134山 形 県酒 田市 本楯 字 通伝54－2

皿 ハクチ ョウ類集団飛来地

1． 集団飛来地の抽出

調査当 日に調査地点にハ クチ ョウ類がいれば、その地点での飛来数がカ ウン トされ

る。 しか しハ クチ ョウがたまたまその場所に飛来 していた とも考 えられ るので、公表

デー タか ら40羽以上の確認数がある地点をハクチ ョウ類集団飛来地 として抽出 した。

※ （家族群で行動するハクチョウの特性から、つがいと幼鳥1～3羽とみて、1家族群3．5羽を最低構成

群とした。その上で10家族以上が飛来する場所と考えた。数値操作として四捨五入で40になる羽数か

ら入れた）

オオハ ク ・コハクなど種別に単独で35羽 以上が計上 されている場所については、そ

の種別の主な飛来地 としても抽出 した。10年間に35羽 以上のハクチ ョウ類が観察 され

た場所は、都道府県別に見ると表7の 通 りである。

なお、オオハ クチ ョウ ・コハクチ ョウ ・アメリカコハクチ ョウ等を合わせて35羽 以

上になった場合でも1カ 所 として掲載 している。また同 じ場所で複数回集団が確認 さ

れても1カ 所 としている。

ハクチ ョウが1羽 でも確認 されている都道府県や1羽 も確認 されていない都道府

県については前述 したが、集 団確認地点は全国で513地 点である。 この中で注 目した

いのが、これまでハ クチ ョウが集団飛来 しない とされていた山梨、岐阜、鹿児島の3

県である。

岐阜県では3地 点で集 団が確認 されてい る。岐阜県はこれまで飛来地 として知 られ

ている長野、滋賀両県の間に位置 し、移動経路を考えると飛来確認 は当然 と言える。

山梨県での確認 はコブハ クチ ョウの集 団であ り、その数は毎年ほぼ同 じである。鹿

児島での1カ 所は、同 じ場所でオオハクチ ョウ1回 、コブハ クチ ョウ1回 の計2回 の

集団の確認 がある。

2． 都道府 県別ハ クチ ョウ類集団飛来地

それぞれの都道府県毎にハクチ ョウ類集団飛来箇所数 は把握できた。次に都道府県
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表7． 都道府県別バクチョウ類集団確認地点
確認
地点数

確認
地点数

　
確認

地点数
確認
地点数

北海道 01 47 茨城 08 12 石川 17 6 京都26 1

 

青森 02 66 栃木 09 2 福井 18 1 兵庫28 4

 

岩手 03 59 群馬 10 2 山梨 19 1 鳥取31 6

 

宮城 04 139 埼玉 11 4 長野 20 7 島根32 7
秋田 05 44 千葉 12 3 岐阜 21 3 鹿児島46 1

山形 06 47 新潟 15 17 静岡 22 1

福島 07 69 富山 16 5 滋賀 25 12 全国合計 513
※ 集団確認がなされていない都府県は表に未記載

別 にどの地点に、ハクチ ョウ類及びオオハクチ ョウ ・コハクチ ョウ ・アメリカコハク

チ ョウ ・コブハクチ ョウ ・不明種が集団 として3回 以上確認 されているものを集団飛

来回数の多い順 にま とめた。

集 団飛来地の使用頻度をランクづ けして、Aラ ンク地点は10年 間に10～9回 、Bラ

ンク地点は8～7回 、Cラ ンク地点は6～5回 の集 団飛来が確認 されている地点 とし

た。これは、毎年のように集 団飛来地 として利用 されている場所はハクチ ョウ類 にと

って重要度が違 うと考えたためである。

【表の見方】

種 としての飛来回数 は、オオハクチ ョウ・コハクチ ョウ等の混在を含めての数値で、

35羽 未満 だが、混在種 として35羽 以上確認 された場合 も種 として計上 している。

それぞれの種が35羽 以上確認 され る場合にはそれぞれの種の確認回数 として計上

してい る。従って、種 としての確認 回数よ りもそれぞれの単独種の確認回数数が多い

とい うことはない。ただ し、オオハクチ ョウとコハクチ ョウの確認回数の合計が種 と

しての確認回数を上回ることはあ り得 る。

各飛来地の最右欄は、その集団飛来地点 としての重要度を記 した。

表 中で網掛 け した欄 は、集団飛来地重要度ランク外地点である（飛来5回 未満）。

表 の見方の例 ・…

・北海道

・No ．1濤 沸 湖

・No ．6火 散 布 沼

・No ．11ク ッ チ ャ ロ 湖

10回 集 団確 認 。種 はオオハ クチ ョウも10回 あ り、 コハ クチ ョウ

の集 団 は10回 の 中に1回 含 まれ てい る こ とを表 す。 オ オハ クチ

ョウに とって集 団飛 来地重 要度Aラ ン ク地 点で あ る。

10回 集 団確 認 、オオハ クチ ョウ9回 、 コハ クチ ョウ3回 で、オ オ

ハ ク とコハ クチ ョウの集 団の ダブ りが2回 あ り1回 は コハ ク

チ ョウだ けの集 団で あ る ことを表 す。オオハ クチ ョウの集 団飛

来地 重要度Aラ ンク地 点で あ るが、コハ クチ ョウは3回 な ので

ランク には入 らない。

10年 間 に9回 集 団 を確認 してい るが、種 は9回 全て コハ ク

チ ョウで あ るこ とを表 す。コハ クチ ョウの集 団飛来 地重 要度A

ランク地 点
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オ オニオ オ ハ ク チ ョウ， コハ ＝コハ クチ ョウ， ア メ＝アア メ リカ コハ クチ ョ ウ，

コブニコブ ハ クチ ョウ， 不 明＝種 不 明 （以 下同 様）

・No ．17長 流 川 河 口 8回集団飛来確認、 うち5回 はコハ クチ ョウの集団確認、残

り3回 はオオハク ・コハク等の混在集団で、しかも単独種35

羽以上は確認 されていない集団確認 を表す。オオハクチ ョウ

集団飛来地重要度Cラ ンク地点。

01北 海道

オ オハ クチ ョウが飛 来 の 中心で、道 東 では毎 回オオハ クチ ョウの集 団飛 来 が確 認 さ

れ て い る。ま た、 コハ クチ ョウは、最北 のNo．11ク ッチ ャ ロ湖 で の確認 が多 く、No．10

静 内川 、No．6火 散布 沼 、No、16幌 別川 で も複 数 回確 認 され てい る。 オオハ クチ ョウ、

コハ クチ ョウ両種 が複数 回確 認 され てい る地点 は、渡 り中継 地 の よ うで もあ る。

種 と して のAラ ンク飛 来 地 は11地 点、Bラ ンク9地 点、Cラ ンク4地 点で あ る。

02青 森県

集 団確認は66地 点であったが、3回 以上確認 された場所はその約半数の34地 点であ

る。調査時期 に集団 として確認 されてい るのはオオハ クチ ョウがほ とん どである。コ

ハクチ ョウが複数回集団確認 されているのはNo．20新井 田川 一松館川合流地点だけで
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02木 目34± 占66

01間 木堤10

02尾 駁 沼10

03坪 川10

04野 内川10

05浅 所10

06平 川 一藤i崎10

07中 撤

08中 湖

09平 川 一石川

10根 岸 堤

11馬 淵 川一赤 石 橋

12大 湊 湾 一1

13新 田川

14新 城 川

15赤 川

16平 川 一舘 田橋

17五 戸 川一石 沢 上楕

18十 三湖

19三 保川

20新 井 田川 一
一松 館 川 合 流

21小 川 原湖 一旭 町

22小 川 原湖 一鶴 ケ崎

23熊 原 川一熊 原 橋

24鷹 架 沼

26桧 川 漁 港

27玉 松 台

28平 川 一相 生 橋

29川 内川

30馬 淵 川一大 橋

31砂 沢 溜 池

32新 田名 部川

不 ン

明 ク
34大 落 前川 一朝霧 権

35内 真 部

36小 湊 川

37岩 木 川一津 軽 大桶

38浅 瀬 石川 一千年 楕

39川 内海岸

40沖 田面

41新 井 田川

42抗 ケ館溜 池

43後 潟

44サ ツキ 沼

45小 川 原湖 一浜 台

46長 溜 池

47小 川 原湖 一山 中

48油 川

49V中 館Jli

50小 川原 湖 一倉 内

51横 浜 海岸

52新 井 田川 一

馬 渡川 合 流

53百 石海 岸

54長 科

55小 川原 湖 一中志

56平 川 一御 幸 橋

57六 枚 橋

58鳴 沢 溜池

59高 瀬川

60鯵 ヶ沢 漁港

61小 川 原湖 一鯨森

62平 川 一宿 川 原橋

63蟹 田川

64野 辺 地湾

65中 沢

66浪 岡 町新 溜 池

不 ン
明 ク

ある。

種 と しての飛 来地Aラ ンクは9地 点、Bラ ン ク10地 点、Cラ ンク5地 点で あ る。

03岩 手県

集団確認地点59に 対 して3回 以上確認 が40地 点で、北海道、青森 と同様 にオオハ ク

チ ョウが中心 となってい る。また、コハクチ ョウは10地 点で集団確認 されてい る。特

にNo．01新堤 にはコハ クチ ョウの集団 としての定着傾向がはっきり見 られ るし、アメ

リカ コハクチ ョウも集団 として3回 確認 されている。 コハクチ ョウの集団確認回数が

オオハクチ ョウを上回ったのは、北海道、青森県ではな く、No．22和賀橋 一九年橋で

初 めてである。同地点は コハクチ ョウ中心の集団飛来地である。コハクチ ョウが集団

として5回 以上確認 されているのは、本州では岩手県が最北になる。

種 としての飛来地Aラ ンク地点は6地 点、Bラ ンク15地 点、Cラ ンク7地 点である。
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03｛ －Lt目40占59

01新 堤

02赤 石

03津 軽石 川

04高 松 の池

05蛇 沼 池

06御 所湖

07金 流川 一花 泉 老杉

08半 蔵 堤

09中 津川 一落 合橋 へ

北 上川 合 流 点

10北 上川 一長 徳 橋

11和 賀川 一猫 谷 地

12磐 井 川 一 上 の橋

13蒲 沢 堤 一 油 島

14北 上 川 一珊 瑚 橋

15北 上川 一

雫 石 川 合流 点

16遠 野 町 早瀬 町

17衣 川 一

豊 巻 ・土屋

18五 郎 沼

19長 内川 一

新 開橋 上 流

20磐 井川 一前 堀

21北 上川 一大 正 橋

22和 賀橋 一 九年 橋

23涌 津 沖

24人 首川 一豊 田橋

25黄 海 川 一 黄海

26矢 作 町 島辺 橋

27徳 田橋 一

波 南 大橋

28都 南 中央 橋 一

徳 田橋

29郷 ノ 目沖

不 ン
明 ク

30北 上川 一

都 南 中央 大橋

31北 上川 一南 大橋

32下 萩 田橋 一報 国橋

33豊 沢川 一新 渕橋

34軽 井 沢つ つ み公 園

35涌 津 白浜 沖

36永 井鹿 沼

37北 上川 一北 大橋 ～

雫 石川 合 流 点

38久 慈川 一三 日橋

39油 島 築道

40附 馬 牛 町安 居 台

41三 郎 堤

42北 上川 一北 大橋 ～

雫 石川 合 流 点

43笹 間 内 室堤

44万 代 橋

45気 仙 川 一姉 歯 橋

46雫 石 川一御 所ダム
～太 田橋

47蒲 沢 堤 一 油 島

48悪 法 師 た め 池

49北 上川 一小 島

50二 戸大 橋

51太 田川 一平 泉

52千 厩 町奥 玉 字 町 下

53笹 間 内室 堤

54諸 葛川 一

月 ケ丘小 合 流 点

55北 上川 一都 南 大橋

56北 上川 一紫 波 橋

57長 内川 一

堀 内 橋 下流

58佐 野 原 た め池

59和 賀 川 一瀬 畑 大 橋

04宮 城県

集団確認地139地 点の うち約半数の73地 点が複数確認地で、青森、岩手両県に比較

して平野部が多い ことにも要因 と思われ る。ハクチ ョウ類 の拡散傾向が見 られ る。

確認回数6回 以上の地点では、オオハクチ ョウ ・コハクチ ョウの混在傾 向が、伊豆沼

内沼以外 （何故だろ うか ？）で見 られるのも特徴的である。また、混在地点でもコハク

チ ョウの集 団確認回数がオオハクチ ョウを上回っているのがNo．10迫川 一龍雲寺橋下

流、No．34大松沢下町沖等をは じめ として6地 点あげ られる。

コハクチ ョウ集団が3回 以上確認 されたのも22地 点 とな り、コハクチ ョウが この時

期明確 に定着 している県 ともいえる。

種 として飛来地Aラ ンク17地 点、Bラ ンク17地 点、Cラ ンク18地 点 といずれ も2桁
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04th’ 目73± 占139

観察地
01迫 川 一1010

若 柳 大 橋 下 流

02蕪 栗 沼1010

03化 女 沼1010

04白 石 川 一1010

東 白石駅 裏

05江 合 川 一 江合 橋1010

06内 沼1010

07伊 豆 沼1010

08伊 豆 沼 一 中央 付近1010

09手 代 木沼10

10迫 川 一10

雲 寺橋 下 流

11直 沢大 溜 池

12阿 川 沼

13弁 天 沼

14大 川 一本 町橋 地

15伊 豆 沼 一給 餌 池

16迫 川 一ニッ谷 橋 付 誕

17鳴 瀬 川 一

木 間塚 橋 下 流

18加 瀬 沼

19平 筒 沼

20海 上連 親 水 公 園

21皿 貝川 一

地橋 下流

22白 石 川 一

大河 原 公 園

23富 士沼

24長 沼 一北 部

25迫 川 一佐 沼 大橋

26大 迫 ， 志 田谷 地

27二 迫 川 一南郷 辻 前

28砂 押 川

29大 川 一館 山 大橋

30皿 貝 川 一

地 橋 上 流

31大 沼

32旧 北 上川 一

御 岳 堂駅 付 近

33馬 牛 沼

34大 松 沢 下 町沖

35中 島川

36北 浦

37鳴 瀬 川 一三 本木 橋

38木 間塚

39北 上川 一

お鶴 明神 付近

40内 町溜 池

41新 田深 沢

42白 石 川 一

大 太 郎川 合流

43水 神 沼

44鳴 瀬 川一鳴 瀬 大 橋

不 ン
明 ク 観 察 地

45伊 豆 沼一野鳥

観察 館 北 西部

46大 沢堤

47迫 川 一 中埣 橋

48二 迫 川 一北 郷 若 宮

49地 蔵 池

50田 中堤

51相 野 沼

52須 摩 屋

53白 石川 一

柴 田農 林 高 橋裏

54吉 田川

55丸 田沢 西堤

56白 石川 一船 岡駅 裏

57角 柄 堤

58吉 田川 一藤 の巻 雄

59長 沼 一南 部

60鳴 瀬 川 一

瀬 大 橋 上流

61木 之 崎 沖

62大 松 沢 法 堂 沖

63三 迫 川 一岩 ケ崎 ］1〈

64第 二 工 区

65旧 北 上 川 一

取 橋 下 流

66花 山ダ ム

67三 迫 川一館 下橋 下ミ

68東 北 新 生 園溜 池

69鶴 ケ谷 大堤

70白 石 川 一川 端

71新 堤

72大 松 沢 上町 沖

73吉 田川 一

鶴 田川 合 流

75七 北 田川 一

新 幹 線 鉄 橋

76［lkmaJll一

鳴瀬 大 橋 下流

77旧 北 上川 一

豊 里 大 橋 下流

78旧 北上 川 一

神 取 橋 上流

79機 織 沼

80不 動 堂

81旧 古川

82切 伏 沼

83古 館 堤

84追 波 川 （川 の 上）

85下 伊 場 野

86北 上川 一 中野

87兵 糧 溜 池

88州 崎 沼

89広 淵

90白 石川 一尾 形橋

ラ

ン

ク

不

明

数

コ
ブ

細
ア
メ

飛

コ

ハ

団集
オ
オ
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91上 白井 田

92迫 川 一

ニ ッ谷 橋 付 近

93宿 の沢 ダム

94大 堤

95柳 目字 上 田

96南 郷 付 近 水 田

97荒 川 一

横須 賀 曽 内

98長 下 田

99南 川 ダ ム

100桜 田高 田

101岡 田

102北 沢川 一北 沢 橋

103荒 川 一横 須 賀 曽 芦

104旧 北上 川 一

豊 里 大 橋

105旧 北 上 川 一

北 上川 分 流

106長 沼 一

漕 艇 場 付 近

108八 沢

109菱 沼

110北 上川 一

桃 生 町

111芋 埣 小 山崎

112平 林 南

113北 沢川 一北 沢 橋

114迫 川 一

真 坂 清 水 ヶ袋

115荒 谷

116大 里字 中藤 田

117永 井

118三 迫川 一

館 下橋 下流

119北 上 川 一大 堰

120迫 川 一佐 沼 大橋

121大 沢 川

122旧 北 上川 一

五 十 五人

123字 金 生

124山 崎堤

125真 野川

126境 堤

127北 上 川 一

恩 田川 合 流

128新 田深 沢

129大 松 沢薬 研 沢

130阿 武 隈川 一新 町

131桃 生 太 田

132太 田東 沢

133迫 川 一十 五 貫橋

134字 清水 目 日照

135鶴 田川

136八 木

137長 面 浦

138迫 川 一

真 坂 清水 ヶ袋

139武 槍 上 丁場

とな ってい る。

05秋 田県

調査期 間が降雪期 とい うこともあるのだろ うが、集団確認地点が半数以下である。

秋 田県 も北海道、青森、岩手県と同様 にオオハクチ ョウが中心 とい える。コハクチ ョ

ウの集団確認 回数が、オオハクチ ョウの回数を上回 る地点はない。地形的に湖沼や河

川の多い県北や県南の内陸部での確認回数が多い。

コハクチ ョウはNo．01玉川 一鴬野地点NO5皆 瀬〔川一久保橋地点な ど内陸部や渡 り

の中継地点 として知 られる、No．12小友沼での確認回数が多い。

種 としての飛来地Aラ ンク5地 点、Bラ ンク4地 点、Cラ ンク2地 点 と集団飛来地の

数の割にはランク地点が少ない。集団飛来地が一定でない とい うことだろ うか。

06山 形 県

集 団確認 地 の約 半数 の22地 点 で3回 以 上確認 され てい る。特 徴的 なの は、青森 、岩

手、秋 田各 県な ど山形 県 よ り北部 の県で は、オオハ クチ ョウが 中心 だった。 しか し山

形県 で は、22地 点の うちNo．04月 光川 一蟻塚 、No、08下 池、No ．09黒沢 な ど4地 点 で コハ

クチ ョウの確認 回数 が オオハ クチ ョウを上 回 って い る。また 、コハ クチ ョウだけが複

数 回確 認 され てい る地 点 もNo．05赤 川 一黒川橋 下流 、No．13最 上川 一置腸橋 上流 な ど5
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05 目19点44

集団飛来回数 ラ 集団飛来回数 ラ

オ コ ア コ 不 ン オ コ ア コ 不 ン

No． 観 察 地 種 オ ハ メ ブ 明 ク No． 観 察 地 種 オ ハ メ ブ 明 ク

01玉 川 一 鴬野 10 108 A 24足 田堤 2 2

02皆 瀬 川 一志 摩 10 102 A 25戸 島 2 2

03小 坂川 一上 川 原 10 10 A 26玉 川 一 2 2

04長 木川 一栄 町付 近 10 10 A 八乙女公園上
05皆 瀬 川 一久 保 橋 10 74 A 27引 欠 川 一大披 地 2 2

06雄 物川 河 口 8 82 B 28雄 物 川 一岳見 橋 1 1

07米 代川 一久 保 田 8 8 B 29須 田沼 1 1

08米 代川 一薄 井 7 7 B 30阿 仁 川 一増 沢 1 1

09白 子川 一八 幡 7 7 B 31三 条 川 原 1 1

10大 堤 6 5 C 32米 代 川 一蟹 沢 1 1

11岩 見川 一坂 本 5 3 C 33米 代 川一能 代 橋 1 1

12小 友 沼 4 43 34阿 仁 川一惣 内 1 1

13平 成 地 区 一水 田 4 42 35三 条 川 原 1 1

14高 松川 一

外 目川 合 流
4 4

36阿 仁 川 一本城

37米 代 川 一

1

1

1

1

15男 潟 4 31 扇田大橋上流
16坂 本 3 3 38長 木 川 一鉄砲 場 1 1

17五 郎谷 地 3 3 39雄 物 川 一本郷 1 1

18大 浦 沼 3 3 40芝 野新 田 1 1

19小 阿仁 川 一沖 田面 3 3 41米 代川 一 1 1

20大 湯川 一 2 2 長木川合流
大湯四の岱 42八 郎潟西部 1 01

21旭 川 2 2 承水路北
23西 沼 2 2 43乙 越 沼 1 1

地点ある。このことか ら山形県ではオオハ クチ ョウ ・コハクチ ョウ両種が同 じように

集団飛来域 を持 ってお り、同時にコハ クチ ョウ集団だけの生息域 も確保 していること

も伺 える。

種 としての飛来地Aラ ンク5地 点、Bラ ンク6地 点、Cラ ンク5地 点 と秋 田県 と同 じ

ように集 団飛来地の数 の割 にはランクに入 る地点が少ない。

07福 島県

69地 点の3分 の2近 くの地点 でハ クチ ョウが3回 以 上集 団で確 認 され てい る。もち

ろん地理 的 に降 雪が少 ない 地域 もあ り、ハ クチ ョウ類 集 団の 定着 傾 向が見 られ るの だ

とも思 う。また地 域的 にオ オハ クチ ョウ とコハ クチ ョウの棲 み 分 け も進 んでい る よ う

に も思 え る。特 に県南 部 の太 平洋 沿岸地 域や猪 苗代湖 周辺 で は コハ クチ ョウだ けの集

団 が確 認 され てい る。

オ オハ クチ ョウとコハ クチ ョウの集 団が 同時 に確認 され て い る地点 で、オオ ハ クチ

ョウの確認 回数 が コハ クチ ョウを上回 ってい るの は、No、01高 野 池、No ．10上繁 岡第一

堤 な ど7地 点 で あ るのに対 し、 コハ クチ ョウがオ オハ クチ ョ ウを上 回 って い るの は、

No．02大 池 、No．03阿 武 隈川 （北畑）な ど13地 点あ る。 また、オオハ クチ ョウ集 団 だ けが

確 認 され てい るの がNo．20み さご沢溜 池 、No．29武 井溜 池 な ど3地 点な の に対 して 、 コ

ハ クチ ョウ集 団だ けが確認 され て い る地 点が 、No．06夏 井川 （愛谷）、No．07阿 武隈川 一
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06ジ 目22占47

01最 上川 河 ロ ー10

両羽 橋 付 近

02赤 川 一

赤 川 頭 首 工 上 流

03徳 良湖

04月 光川 一蟻 塚

05赤 川 一黒 川 橋 下涜

06上 池

07野 々村 堤

08下 池

09黒 沢

10上 郷 ダ ム ー公 園

11藤 島川 一長 沼橋

12犬 川 一黒 川 合流

13最 上川 一

置 腸 橋 上 流

14月 光川 一菅 里 橋

15寺 津 沼

16月 光川 一

庄 内高 瀬 川 合 流

17最 上川 一倉津 川 合 」

18芦 沢

19幸 福 川 一鶴 田橋

20白 竜湖

21最 上 川 一竹 田

22月 光 川 一 洗 沢川 桶

23最 上 川 一

両 羽 橋 上流

24最 上 白川 一

白川 橋 上 流

不 ン
明 ク

25長 崎 沼

26吉 野 川 一

土場 橋 下流

27最 上川 一 日田

28最 上 川 一鮎 貝

29最 上 川 一河 北橋

30月 光 川 一西浜 橋

31最 上 内川 一 高 土井

32鮭 川 一

観 音 寺 橋上 流

33最 上川 一山 寺

34藤 島川 一藤 浪 橋

35新 井 田川 一

新 井 田川 橋

36米 出

37赤 川 一成 田新 田

38新 内川 一腰 前 橋

39白 川 一若 宮橋 上 涜

40一 本 柳 水 田

41辻 小 屋 沼

42赤 川 一押 切新 田

43藤 島川 一

京 田川 合 流

44富 岡

45赤 川 一石 野 新 田

46赤 川 一王 祇 橋

47月 光川 一

西 通川 合 流

オ

種 オ ハ

不 ン

明 ク

柴崎地点、No．08猪苗代湖 一三城潟浜など13地 点もある。

このよ うなことか ら宮城県南部に位置する福島県では宮城県 と同様 にコハクチ ョ

ウが集団飛来域 を確保 してい る傾向をさらに強 く感 じられ る。集団の分布状況だけ見

ると、福島県ではコハクチ ョウが中心である といえる。

平成10年 度以前の調査資料 も調べる必要 もあるが、福島県では、以前か らコハクチ

ョウ集団が生息 し、その後オオハ クチ ョウが生息域 を拡大 してきて、このような分布

をするようになってい るのかについても解明 したい点である。

種 としての飛来地Aラ ンク15地 点、Bラ ンク7地 点、Cラ ンク11地 点で、宮城県 と

同 じよ うに集団飛来地のA・Cラ ンク地点が多い。

08茨 城県

北海道か ら東北にかけてオオハクチ ョウ ・コハ クチ ョウとも確認地点が増加傾 向に

あったが、関東地方では集 団確認地点が激減 してい る。さらに南の長野県や鳥取 ・島

根県でも集団を確認できてい るが、ハクチ ョウ類、特 にオオハクチ ョウとコハクチ ョ

ウの集団越冬の中心は北海道 と東北南部まで といえるだろ う。
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07tt目45、 点69

No． 観 察 地

01高 野 池10

02大 池10

03阿 武 隈川 （北畑 ）10

04魚交Jll一鹿 里予10

05猪 苗 代湖10

06夏 井川 （愛 谷 ）10

07阿 武 隈川 一柴 崎10

08猪 苗代 湖 一10

三城 潟 浜

09猪 苗代 湖 一10

笹 山浜

10上 繁 岡第 一堤9

11鎌 倉池9

12紅 葉 川 一毛萱 橋9

13滝 湖 一只 見 町 内9

14猪 苗 代 湖 一 白鳥 ヶ9

15猪 苗 代 湖一崎 川 浜9

16阿 武 隈川 一8

文知 摺橋

17猪 苗 代 湖 一長 浜8

18沢 井 の 白鳥池8

19阿 武 隈 川 一7

蕪 内大 橋

20み さご沢 溜 池7

21阿 武 隈 川一伊 達橋7

22夏 井 川一小 川 三 島7

23西 ノ沢 溜 池6

24水 原 川 一境 川 合 流6

25猪 苗 代 湖 一6

志 田浜

26阿 武 隈 川一上 ノ橋6

27阿 武 隈川一三 本 木5

橋 ～ 文 知摺 橋

28手 ノ沢 溜 池5

29武 井 溜 池5

30阿 武 隈 川 一5

西 田堂 坂

31阿 武 隈 川一月 の輪5

大 橋 ～伊 達 橋

32多 田野 西5

33蛭 沢 溜 池5

34立 野 南 広谷 地 水 圧4

35木 戸 川 河 口4

・飛 ロ ラ

オ コ ア コ 不 ン

種 オ ハ メ ブ 明 ク
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No． 観、察地

36大 井 ・塚原 水 田A

37小 高 川 河 口A

38阿 武 隈川 一高 木A

39阿 武 隈川 一A

摺 上川 合 流A

40南 湖公 園A

41新 池A

42大 久保 堤A

43夏 井川 （平塩 ・

新川 合 流 ）A

44猪 苗 代湖 一笹 山原

45猪 苗代 湖 一A

烏 帽子 浜A

46真 野川 一真野 川 橋A

47清 水 池水 田A

48元 の堀 跡A

49前 川 浦A

50小 高川 一B

キャンプ場 西側

51打 越 堤 （中 善寺 ）B

52小 沢水 田B

53夏 井川 一平窪B

54鶴 沼川

55中 浜海 岸B

56阿 武 隈川 親 水公 匿B

57大 川 一磐 越 自動 陣B

道 交差 点 下流C

58蓮 池C

59阿 武 隈川 一文知 摺C

橋 ～Aの 輪 大 橋

60会 津 ア ピオC

北調 整 池C

61阿 武 隈川 一天神 橋
～ 三本 木 橋C

62美 女 池C

63猪 苗 代湖 一白鳥 浜C

64耳 谷

65鮫 川 一沼 部 町C

66塚 原海 岸

67葉 ノ木 池C

68磐 城 太 田駅 東水EC

69猪 苗代 湖 一蟹 沢 浜

・飛tロ ラ

オ コ ア コ 不 ン

種 オ ハ メ ブ 明 ク
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ハクチ ョウ類 の多 くは、採餌場 として湿田をよ り好む傾向があり、乾田が多 くなる

茨城県以南の地域は集団生息域 としてはあま り適 さない とも考 えられ る。そのことも

集団確認地点が減少す る要因の1つ であろ うだ。

調査地点の決定にも関わることであるが、茨城県では集団確認地点が河川ではな く

湖沼が中心となる傾向がある。またハ クチ ョウ類が集団確認 されている地点では、ハ

クチ ョウ類 として混在す る地点 よりも各種 ごとにほぼ明確にその生息域 を別に して

いることが伺える。特に、コハ クチ ョウはNo．04菅生沼で、北海道か ら移動 してきた
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08
’目9

、 、12

集団飛来回数 ラ 集団飛来回数 ラ
オ コ ア コ 不 ン オ コ ア コ 不 ン

No． 観 察 地 種 オ ハ メ ブ 明 ク No． 観 察 地 種 オ ハ メ ブ 明 ク

01古 徳沼周辺水域 10101 A 07水 戸市南西部水域 5 54

02古 徳 沼 1010 A 08大 島 公 園 4 3

03大 塚 池 1010 A 09霞 ヶ浦 西部 3 1

04菅 生 沼 1010 A 10枡 箕 ヶ池 2 11

05北 浦南部 6 5 C 11千 波 湖 1 1

06牛 久 沼 6
●

4 12学 園都市南部水垣 1 01

と思 わ れ る コブ ハ クチ ョウがNo．05北 浦 南部 とNo．06牛 久 沼等 霞 ヶ浦周 辺地域 で確認

され て い る。茨城 県で は、 どち らか とい えばオオハ クチ ョウが優 占種 であ るが、 コハ

クチ ョウもほ ぼ同 じ程 度 で ある。

種 として の飛 来 地Aラ ンク4地 点、Bラ ンク0地 点、Cラ ンク1地 点 とな って い る。

09 栃 木 県1地 点 （2） 10群 馬 県1地 点 （2）

No． 観察地

’集団飛来回数 ラ

No． 観 察 地

集団飛来回数 ラ

オ コ ア コ 不 ン

種 オ ハ メ ブ 明 ク

オ コ ア コ 不 ン

種 オ ハ メ ブ 明 ク

02

 

01羽 田沼

那珂川一湯殿大橋

1026A

101

01多 々 良沼

02城 沼

10110A

202

11 埼 玉 県1地 点 （4） 12千 葉 県2地 点 （3）

No． 観察地

集団飛来回数 ラ

No． 観 察 地

集団飛来回数 ラ

オ コ ア コ 不 ン

種 オ ハ メ ブ 明 ク

オ コ ア コ 不 ン

種 オ ハ メ ブ 明 ク

ーム

り］

古」

40000

荒川植松橋下流域
荒川大橋～押切棉

03越 辺川・飯盛川

合流点
川の博物館一

植松橋

1010A

22

22

11

01立 埜 原

02夏 目堰

03新 川 （新 七 間 川）

1019A

33

22

上記 の4県 では、オオハクチ ョウも集団 として確認 されてはいるが、コハ クチ ョウ

が中心で、いずれ も同 じ傾向が見 られ る。この中で、特に注 目する地点 としては、前

述 したが、千葉県No．01立埜原での集団飛来確認地である。 ここは本来は乾 田である

場所にポンプで水を入れた冬季湛水 田である。しか も水を入れた水田の広 さはわずか

1ha以 下である。

乾田に水 を入れてハクチ ョウを呼んだ。当初飛来 したのはコハクチ ョウだけである。

平成19年 になってオオハクチ ョウが飛来す るよ うにな り、水 を入れた田が狭いことも

あ り、コハクチ ョウの集団が姿を消 した。ハ クチ ョウへの餌付 けの問題 も含 めて、人

工的に狭い範囲で、しか もこれまではハクチ ョウ類が集団で飛来 しない地点での冬季

湛水化については課題 を投げかけているよ うにも思 う。

15新 潟県

集 団飛来確認17地 点の うち14地 点が3回 以上の集団飛来を確認 し、なおかっ7地 点
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15新 潟 県14地 点 （17）

集団飛来回数 ラ

No． 観 察 地

集団飛来回数 ラ

オ コ ア コ 不 ン

No． 観 察 地 種 オ ハ メ ブ 明 ク

オ コ ア コ 不 ン

種 オ ハ メ ブ 明 ク

01北 新保 大 池101010A

O2瓢 湖101010A

O3蓮 野 弁 天潟10103A

O4佐 潟 ， 上佐 潟 ，10910A

御 手 洗潟

05鳥 屋 野 潟 ，10510A

清 五 郎 潟

06福 島潟10210A

O7五 十 公 野公 園 ・109A

升 潟

08五 日市 大 池 ，ggA

長 峰 の池

09五 十 嵐川

10信 濃 川

11阿 賀 野 川

12加 治 川

13阿 賀 野 川

14朝 日池 ，鵜 の池

15信 濃 川

16荒 川 河 口

17す ず き ヶ池 ，

道 玄池

973A

919A

98A

66C

55C

33

22

11

11

ま でが10年 間連続 して の確認 地点 にな るな ど集 団飛 来地 が明確 に定 まって い る。オオ

ハ クチ ョウ とコハ クチ ョウの連続 確認 の回数 もオ オハ クチ ョウは3地 点、 コハ クチ ョ

ウは5地 点 で10年 連 続 の確 認 で ある。 また、 オオハ クチ ョウの確認 回数 が コハ クチ ョ

ウ よ りも上 回 ってい るのがNo、03蓮 野弁 天潟 ・No．09五 十嵐川 な ど2地 点、 オオハ クチ

ョウだ けが確 認 され てい るのがNo、08五 日市 大池 ，長峰 の池 の1地 点 で ある。

それ に対 して 、コハ クチ ョウが 上回 って い るのがNo．05鳥 屋 野潟 ，清 五郎 潟やNo．06

福 島潟 な ど4地 点、コハ クチ ョウだ けが複 数 回確 認 されて い るのがNo．07五 十公 野公 園 ，

升潟 ・No．11阿 賀 野川 な ど5地 点 あ り、数 字 の上か らも どち らか とい うとコハ クチ ョウ

が 中心 とも言 えそ うで ある。

新潟 県 で特 に特徴 的 なのは、10年 連続 確認 地 点全 て湖 沼や干 潟 で、河川 で は どの河

川 も9回 の確 認 に止 ま ってお り、湖沼や 干潟 よ りも河川 で の生息 が外 的 な要 因に よる

か も知 れ ない が流動 的 な面 も見 受 け られ る。河 川 で確 認 され てい る種 で は コハ クチ ョ

ウが多 い と言 え る。

種 と しての飛 来地Aラ ンク11地 点 、Bラ ンク0地 点 、Cラ ンク22点 で あ る。

16富 山県

16富 山県3地 点 （5）

No． 観 察 地

集団飛来回数 ラ

No． 観 察 地

集団飛来回数 ラ

オ コ ア

種 オ ハ メ

コ 不 ン

ブ 明 ク
オ コ ア

種 オ ハ メ

コ 不 ン

ブ 明 ク

01田 尻 池

02野 中

03石 畑 池

1010

44

33

A 04富 崎地内水田
05江 本地内水田

1

1

1

1

複数 回確認地点では、オオハクチ ョウとコハクチ ョウが明確 に棲み分 け してい る。

もちろん若干他種が確認 されてい るが、中心 となってい る種は明確である。確認回数

や確認地点数な どを見ても、富山県ではオオハクチ ョウが中心 と言える。10年 連続飛

来確認 されているNo、01田尻池は里山の傾斜地にある直径150m位 の小さな用水池で
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あるが、周囲の水 田での採餌や保護団体の給餌 によって連続 して飛来 しているよ うに

思える。

No．01田尻池 ・No．03石畑池は、オオハ クチ ョウが集団で複数回確認 されている最南

西端の地点で もある。

17石 川 県

集 団確 認 地点 で特徴 的 なの は、全 てが コハ クチ ョウの集 団 とい うこ とで ある。オ オ

ハ クチ ョウの確認 記録 が あ るのは、No ．01河北潟 で10年 間 で1羽 だ けで あ る。

171目4± ，点6

No． 観 察 地

集団飛来回数 ラ

No． 観 察 地

集団飛来回数 ラ
オ コ ア コ 不 ン

種 オ ハ メ ブ 明 ク

オ コ ア コ 不 ン

種 オ ハ メ ブ 明 ク
01河 北潟

02邑 知 潟

03片 野鴨 池

1010A

1010A

77B

04柴 山潟

05手 取 川

06雁 の池

4

1

1

4

1

1

18福 井 県 ，19山 梨 県

18百 目1点1 19tl目1点1

N・． 観 察 地

集団飛来回数 ラ

N・． 観 察 地

集団飛来回数 ラ

オ コ ア コ 不 ン

種 オ ハ メ ブ 明 ク

オ コ ア コ 不 ン

種 オ ハ メ ブ 明 ク
01坂 井 平 野 11 01山 中湖 4

山梨県でのハ クチ ョウの集団確認記録につては前述 したが、全て山中湖の コブハク

チ ョウの記録である。山中湖では平成16年 か ら連続 して4年 間40羽 程度が確認 されて

お り、飼育されてい る可能性 もある。

20長 野県

20里 目6± 点7

No． 観 察 地

集団飛来回数 ラ

No． 観 察 地

集団飛来回数 ラ
オ コ ア コ 不 ン

種 オ ハ メ ブ 明 ク
オ コ ア コ 不 ン

種 オ ハ メ ブ 明 ク
01犀 川 一御 宝 田

02犀 川 一徳 治 郎

03諏 訪 湖

．04上 川 ， 中門川

10

9

8

8

10

9

8

8

A

A

B

B

05高 瀬 川 一 北穂 高

06中 鵜

07梓 湖 一安 曇

55

33

11

3回 以 上飛来6地 点全 てが コハ クチ ョウ集 団の連続確 認 で あ る。 オオハ クチ ョウは、

平成10年 度 にNo．01犀 川 一御 宝 田で4羽 確認 され た のを最後 に どの地 点で も確認 され

て いな い。確認 回数 で はNo．01犀 川 一御 宝 田が10年 連続 とな ってい るが、飛 来数 では

No．02犀 川 一徳 治郎 が総 羽数 で500羽 ほ ど上回 って い る。
21岐 阜 県0地 点 （3） 22静 岡 県0地 点 （1）

No． 観 察 地

集団飛来回数 ラ

No． 観 察 地

集団飛来回数 ラ
オ コ ア コ 不 ン

種 オ ハ メ ブ 明 ク
オ コ ア コ 不 ン

種 オ ハ メ ブ 明 ク
01木 曽川 一木 曽川 橋

02揖 斐川 一船 附

03美 濃 市 生 櫛

11

11

11

01石 部海岸 1
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25滋 賀県

25滋 賀 県4地 点 （12）

集団飛来回数 ラ 集団飛来回数 ラ

オ コ ア コ 不 ン オ コ ア コ 不 ン

No． 観 察 地 種 オ ハ メ ブ 明 ク No． 観 察 地 種 オ ハ メ ブ 明 ク

01延 勝 寺 77 B 07南 浜 11

02尾 上 55 C 08喜 合 1 1

03早 崎 33 09菖 蒲 1 1

04松 ノ木 内湖 32 1 10吉 川 1 1

05志 那 町 11 11北 山 田町 1 1

06エ カ イ沼 11 12山 田町 1 1

ハクチ ョウの集団飛来確認地が、1回 のみの確認 も含めて周辺の県に比較 して突出

して多い。確認 されているのは全てコハクチ ョウの集 団である（種不明 としての報告

が他 に6地 点ある）。 コハクチ ョウ集 団が確認 されているのは、さらに西側の兵庫、

鳥取、島根の各県への飛行ルー トか ら考 えると順当な確認だ と思 う。

26京 都府 ，27兵 庫県

26京 ・0点1 27丘 目0点4

No． 観 察 地

集団飛来回数
ノ

集団飛来回数 ララ

No． 観 察 地

オ コ ア

種 オ ハ メ

コ 不 ン

ブ 明 ク

オ コ ア

種 オ ハ メ

コ 不 ン

ブ 明 ク’
01阿 蘇 海 11 01三 田池

02鶴 池

03長 倉 池

04新 池 （山 下 町）

33

12

11

11

京都府で もコハ クチ ョウ集団飛来確認 の報告が1回 ある。

兵庫県No、01三 田池で平成13～15年 度までの3年 間連続で確認 されている。三田池で

は、平成13年 度以前、その後の4年 間 も1羽 も確認 されていない。その代替地なのか

平成17年 度に新池 （山下町）でコハクチ ョウ集団が1回 、平成18、19年 度 に鶴池で コハ

クチ ョウ集団がそれぞれ1回 確認 されている。

また、注 目すべ き報告 としてオオハクチ ョウも10数 羽程度平成18、19年 度 と2年連

続で確認 されている。今後もオオハクチ ョウが増加 し集団 として認め られ ると、オオ

ハ クチ ョウ集団の越冬地最南西端が富山県か ら兵庫県になる可能性 もある。

31鳥 取県

31鳥 取 県5地 点 （6）

No． 観 察 地

集団飛来回数 ラ

N。． 観 察 地

集団飛来回数 ラ

不 ンオ コ ア コ

種 オ ハ メ ブ 明 ク
オ コ ア

種 オ ハ メ

コ 不 ン

ブ 明 ク

01中 海

02天 神 川

03日 野 川

1010

88

77

A

B

B

04千 代川

05日 光 池

06多 総 ケ池

6

4

1

5

4

1

C

ハクチ ョウ集 団確認地6地 点の うち5地 点が3回 以上確認 されている地点で、集団飛

来地が固定化する傾 向にある。集団確認 は全てコハクチ ョウであるが、オオハクチ ョ
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ウや コブハクチ ョウの報告 も毎年のよ うに数羽ある。No．03日野川では集団確認回数

が7回 あるが、前期4回 、中期2回 、後期1回 と集団 としての飛来回数 も集団羽数 も減少

の傾 向がある。

32島 根県

32島 根 県5地 点 （7）

No． 観 察 地

集団飛来回数 ラ

N。． 観 察 地

集団飛来回数 ラ

オ コ ア コ

種 オ ハ メ

不 ン
ブ 明 ク

オ コ ア コ

種 オ ハ メ ブ

不 ン
明 ク

01宍 道 湖

02能 義 平 野

03中 海 南 部

04潟 の 内

1010

1010

99

55

A

A

A

C

05斐 伊川 一伊 萱せ き

06福 井 町水 田

07飯 梨 川 一赤 江 大 桶

413

11

11

鳥取 県 と同様 に集 団確 認 地点 が集 団越 冬地 点 と して 固定化 して い るよ うで あ る。集

団確 認 も全 て コハ クチ ョウで あ る。No．01宍 道湖 で約500羽 、No．02能 義 平野 で約700

羽 、No．03中 海 南 部 で約300羽 と西 日本最 大 の コハ クチ ョウの集 団飛 来地 であ る こ とが

実 証 され た。

オ オハ クチ ョウについ てはNo．05斐 伊 川 一伊 萱せ きで平成17年 度 に37羽 とい う集 団

飛 来 が確 認 され て い る。

46鹿 児島県

461日 目0点1
－ 一

オ コ ア コ 不 ン
No． 観察地 種 オ ハ メ ブ 明 ク
01藺 牟田池211

集 団 として3回 以上の確認地点を主に取 り上げてきたが、鹿児島県については特例

として事実だけについて述べたい。

藺牟田池 （祁答院町）が集団 としてオオハ クチ ョウ1回 （平成10年 度36羽 ）、 コブハク

チ ョウ1回 （平成13年 度41羽 ）の報告がある。

以 上 にハ クチ ョウ類 の集 団飛 来地 につ いて述 べて きた が、日本 全体 で は種 としての

集 団飛 来 地Aラ ンク97地 点、Bラ ン ク75地 点 、Cラ ン ク59地 点 で ある。

3． ハ クチ ョウ類 の集団飛来状況

前項では都道府県別にハクチ ョウ類 の集団飛来地を抽出 し、各地点のハクチ ョウ類

の飛来地 としての重要度 をランクづけした。

この項では、集団飛来地Aラ ンク地点を中心に具体的に飛来数 の変化や飛来の状況

について考察する。さらに、B・Cラ ンク地点について も必要 に応 じてその飛来状況

の変化にっいて考察 してみたい。
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そのために、次のよ うに二つの集団飛来地の重要度判定基準 を設けた。

1） 平均飛来羽数

飛来地 としてのランクがA地 点でも、毎年50羽 程度 のA地 点 と1，000羽以上の飛来

地では、その飛来羽数 により集団飛来地 としての重要度が違 うと考えた。

そ こで、10年 間の平均飛来数を次のよ うな基準でランクをつけた。

「特に重要な飛来地 （A）」 …201羽 以上

「重要な飛来地 （B） 」 ・…101～200羽

「主な飛来地 （C）」 ・・…50～100羽

（数値操作として四捨五入で50になる数値も入れた）

2） 年度毎の飛来数増減

ランクA地 点でも前中後期毎に、また年毎に飛来確認羽数の増減が見 られるところ

もある。今、各 ランク地点で どの様 な変化が現れ るつつ あるのか、後期 を中心に年毎

の飛来数の増減 を次のよ うな基準でランクをつけた。

・飛来数が増加 している （A） … 中期～後期 ・また後期間内で明 らかに飛来数

が増加 している。

・飛来数 ほぼ横 ばい状態 （B） … 中期～後期間また後期を中心に飛来数の横ば

い状態が見 られる。

・飛来数が減少 している （C） … 各ランクはあるが明 らかに飛来数 の減少が読

み取れ る。

※ 留意事項．後期の平成17年度は異常気象（寒気）のためか、飛来数に大きな変動があるので、そ

の点も加味してランクづけした。

集団飛来地点をピックア ップ し、地図上にその地点をプロッ トしてい くとその点が

やがて線になって見えてきた。集 団でハクチ ョウが飛来す る地点はハ クチ ョウ類が効

率的に利用 してい る飛翔ルー トになっているのではないだろ うか。そんな視点か らも

分析 を加 えてみたい と考えている。

【表 の見方】】

① 調査地点名は、ガンカモ生息調査 に掲載されている地点名である。

② 調査地点の順番は、各都道府県毎 に集団飛来回数の多い順 と10年 間の飛来数 が

多い順に掲載 した。

③ 同一調査地点にオオハ クチ ョウとコハ クチ ョウが集 団飛来す る場合、一方が ラ

ンク以外でもできるだけ掲載 した。※表中のコハクチョウに全て網掛けをした。

④ 都道府県毎の表左欄の番号はこの調査の複数回飛来地点の全国通 し番号 とた。

⑤ 表 中右欄の飛来地は、集団飛来地のランクを、平均羽数は10年 間の平均羽数 ラ

ンクを、羽数変動 は羽数変動状況のランクを記 した。

01北 海 道

この時期 集 団飛来す るハ クチ ョウは、ほ とん どオ オハ クチ ョウで ある。飛来 地Aラ

ン ク地 点10地 点 （ク ッチ ャ ロ湖 を入れ て）Bラ ンク6地 点、Cラ ンク8地 点で ある。
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N・ 観察地

飛来地Aラ ンク地点
01厚 岸 湖 一4

02屈 斜 路湖 一3

03涛 沸 湖

04屈 斜 路湖 一1

05有 珠 港

06火 散布 沼

07屈 斜 路 湖 一5

，窓 飛

種 前期 中期 後 期 合 来 平 増

類10111213141516171819計 地 均 減

オ25742286104143002800

オ12816823024393

オ

オ
オ
オ

コ
オ

0814号 幹線 排 水 、オ

09小 沼 オ

オ10クッチ ャ ロ湖

コ

飛 来 地Bラ ン ク地 点

11十 勝 川 水 系 一1

12釧 路 川 一9

13千 歳 川 一9

14藻 琴 湖

15藻 散 布 沼

16様 似川 一6

飛来地Cラ ンク地点
17尾 岱 沼 一3

18静 内川 一1

19知 内川 一1

20厚 岸 湖 一3

21尾 岱 沼 一2

22長 流 川 河 口

23幌 別 川

24ウ トナ イ湖

367

101

142

47

35

4886

120

9067

2420

8893

118138

23755

㈱ ．

・48｛｝158登 ’

Q
」

0

4

212216

93123

7836

429199

29

11658

181205

8896

4

？oo645

オ122243194244224

オ8179808096

オ41544551114

オ427951

オ3652851

オ42353435

オ

オ

コ

オ

オ

オ

オ

オ

オ

コ
’

81322248169

149130162

566245

i29

379525

6369875447

624852

85

70
注）オニオ オハ クチ ョウ， コ＝コハ ク チ ョウ （以 下 同様 ）

516

210

113

108107

84126

344

2s8

180160

19974

89103

3

835624

7161112

360185

175273

93
44
386
17
86
59
87
1

s14

9113115，567AAC

4863642，467AAA

3421222，062AAA

1321451，083ABC

5263881ACC

2313512，279AAA

3422¢

2312831，248ABA

1841211，192ABC

94714ACC

8C

酷65㈱5， 田0・AAc

20620170

4142

8943

954572

7883

5510467

132

122139128

4451

948951251

389321

5166

86118

69

1，423BBC

46545BCC

51488BCC

81465BCC

377BC

372BC

1621211，235CBC

830CCC

註01⑳3額B

57315CC

53862，379CAB

1001，714CBC

48485CCC

3845245CB

72361C

ss1鐙

北海道 で ここ10年 間 で最 大 のオオハ クチ ョウ飛来 地 はNo．01厚 岸湖 一4（厚 岸 町）で ある。

しか し、 ここ数 年 は1，000羽 に充 たない数 で減少傾 向 にあ る と言 える。厚 岸湖 に は調

査 地 点が4地 点 あ り、平成19年 度 の4地 点合 計羽数 は954羽 あ るが 、平成13年 度 の4，300

羽 の4分1以 下 で ある。

オ オハ クチ ョウ飛 来数 第2位 のNo．02屈 斜 路湖 一3（弟 子屈 町）は、 こ こ数 年 の飛来数

に以 前 よ りも増 加傾 向 が見受 け られ る。 屈斜路 湖 も平成19年 度 の調査 で は5調 査地 点

あ り、合計 で933羽 の飛 来 してい る （平成18年 度 は3地 点 で849羽 で、 ほぼ毎年1，000羽

程度飛 来 して い る と思 われ る）。 上記 の表 で もわか る よ うに、 同 じ厚岸 湖 ・屈斜 路湖

で も調査 の時 間帯 に も よるので あろ うが、年 に よって増減 が激 しい。

主 要 なハ クチ ョウ類飛 来地 は湖 沼で あ るが 、No、05有 珠 港 （伊 達市）、NO．08十 四号幹

線線排 水 路 （千歳市）等 の港や 河川 も重要 な飛 来地 とな ってい る。

Aラ ンク地 点で は あるが 、No．05有珠 港 、No．09小沼 （七飯 町）では年 平均飛 来数 が100

羽 に満 たない 地点 で あ る。また 、同様 にAラ ン ク地 点で も近年飛 来数 が減少 気 味の地

点 が半数 以 上見 られ る。



18

No．10ク ッチャロ湖 （浜頓別町）は北海道唯一のコハ クチ ョウ飛来Aラ ンクの地点で、

毎年500羽 以上が記録 されてい る。公表 され確定 しているデーターなので何 とも言え

ないが、平成12年 度の調査でNo．033濤i沸湖 （網走市）に354羽 のコハクチ ョウの確認が

あるが、ク ッチャロ湖の調査地名 もない く数値 も記録 されていない。全 く飛来 しなか

ったのだろ うか。クッチャロ湖では、この調査結果 には表れていないが、近年オオハ

クチ ョウの飛来が 目立っよ うになってきているそ うだ。

Bラ ンク地点は全てオオハ クチ ョウである。Bラ ンク地点で もAラ ンク地点同様平

均飛来数の減少傾向が見られ、飛来数増減では全地点で羽数の減少評価Cと なってい

る。特にここ1～2年 の間にハクチ ョウ類が全 く確認 されていない地点が4カ 所 もある。

また、前期か ら後期にかけて もそのような傾 向が見 られ、飛来地Bラ ンクの地点は固

定的な飛来地ではないよ うである。

集団飛来A～Cラ ンク地点を見みる と、前項で述べたが、北海道 はオオハクチ ョウ

が主たる種であることが明白である。一方、コハクチ ョウはク ッチャロ湖 と火散布沼

（浜中町）で集団確認 が複数回み られる。集団飛来地飛来ランクには入 らないが、静内

川一1（新ひだか町）、 ウ トナイ湖 （苫小牧市）もコハクチ ョウが飛来す る地点であるこ

とが分かる。

調査時期の1月 中旬は北海道では多 くの湖沼 ・河川 の凍結 とい う状況が考えられる

ので、飛来羽数の多少 よりも全国一斉 とい うことの意味を考えたい。 この調査地点

には未指定だが、大沼 （稚内市）もコハクチ ョウが多数飛来するところである（この時

期は凍結 しているのだろ うか）。

02青 森 県

※No．49新井田川一松館川合流地点はAラ ンクではないが、青森県内唯一のオオハクチョウ・コハク

チョウ集団が複数回確認 されているので掲載した。

飛来 地A～Cラ ンク地 点の表 で分 か る よ うに、この時期 青森県 に飛来 す るハ クチ ョ

ウはほぼ オオハ クチ ョウで ある とい え よ う。オ オハ クチ ョウのAラ ンクが10地 点 、B

ラ ンクが9地 点 、Cラ ンクが5地 点 で ある。コハ クチ ョウで はA～Cラ ンク地 点 はな く、

集 団飛 来 もご く限 られ た場 所 とな ってい る。

青森 県 でハ クチ ョウ集 団飛来地 で飛 来数最 大 は、No．25間 木 堤 （おい らせ 町）で、 三

つ の評価 も全 てAで とて も重要 な飛来 地 とい える。間木 堤 は、かつ て 日本 白鳥 の会総

会研 修 会が 開催 され た地点 で もあ り、 ほぼ毎年300羽 程 度 の飛 来 があ る。 また、No．26

浅所 もオオハ クチ ョウ飛 来天 然記念 物 に指 定 され てい るだ けあ って飛 来数 も多い し、

3A地 点 で あ る。

上 記2地 点 に次 ぐNo．27坪 川 （七戸 町）に も10年 連続 ほぼ200羽 以上 の飛 来 が確 認 され

てい るが、近年 飛 来羽数 は減少 傾 向 にあ るよ うだ。

青森 県 で特徴 的 なの は、No．25間 木 堤 、No．27坪 川 、No．29尾 駁 沼 （六 ヶ所）、No、31

中湖 、No．32中 撤 （いずれ も十 和 田市）、No．19根 岸 堤 （おい らせ町 ）、No．21新 井 田川 一

松 館川 合流 （八 戸市）な ど上位11地 点 の うち7地 点が 県東部 （通称南 部地方 ）にあ り、県
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No． 観 察 地

飛 来 地Aラ ン ク地 点

25間 木堤

種 前 期

類101112

総

中期 後 期 合

13141516171819計

増
減

平
均

飛
来
地

26浅 所

27坪 川

28平 川 一藤崎

29尾 駁 沼

30野 内川

31中 湖

32中 諏

33根 岸 堤

34平 川 一石 川

オ
オ

オ
オ
オ
オ
オ
オ

オ
オ

飛来地Bラ ンク地点
35馬 淵川一赤石橋 オ
36大 湊 湾 一1

37赤 川

38新 田川

39新 城 川

40十 三湖

311

442

407

165

70

130

53

86

73

106

オ159

オ

オ80

オ65

オ135

41五 戸川 一石 沢 上楕 オ

42三 保 川 オ83

43平 川 一舘 田橋 オ49

飛 来 地Cラ ン ク地 点

44小 川 原 湖 一旭 町 オ250

45小 川原 湖 一鶴 ヶ崎 オ215

46熊 原 川 一熊 原 橋 オ

47鷹 架 沼 オ

48浅 瀬 石 川一千 年 楕 オ

新井 田川 一 オ49
一松 館川 合 流ua

343

257

267

202

55

136

66

戸0

り
ム

8

4
占

139

∩0

0

「
0

4

7

4

188

392392

395192

218270

254201

7070

110190

10674

149115

98

4560

254

358

250

103

130

155

143

80

88

230230

70119101

504761

765861

864041

106263

3586

96

48

242248283

6181

7573

45

4065

96

326303

364287

180300

270170

130310

128165

217318

135190

15866

71

2232433993，186AAA

3871512103，043AAA

2304002502，772AAC

1781971781，918ABB

5002002001，735ABB

1851802031，582ABA

2801152551，484ABA

140103961，157ABC

776162761ACB

8911581697ACC

160176185121

105110

79114102

52

56

139

102116

89105

6045

230

78

47

36

60

47

123

158

76

42

1

8

（U

’0

7

01

8

∩
）

9

8

魏6韮 酪 ’

207

156

88

52

971，199BBB

137940BCA

72619BCC

46476BCC

67472BCB

92903BCC

145798BCC

67604BCC

49345BB

1，309CBC

75713CBC

6387454CCA

50100422CA

4244227CC

152106561CA

3鵠 奮

西部 （通称津軽地方）よりオオハ クチ ョウの集 団飛来地点が多 くなっているよ うだ。

飛来地Aラ ンク地点の うち飛来数が増加 している地点が4地 点見 られ る反面、減少

している地点 も3地 点見 られる。Bラ ンク地点のNo．41五戸川 一石沢上橋 （五戸町）、

No．42三保川 （横浜町）、No．43平川 一舘 田橋 （弘前市）の3地 点、Cラ ンク地点No．47鷹架

沼 （六ヶ所村）は、飛来羽数は多 くはないが平成14年 頃か ら連続 して集団飛来 してい る

地点である。今後の様子 に注 目したい。

青森 県はオオハクチ ョウが主の県であるが、コハクチ ョウももちろん飛来する。こ

こ10年 間にコハクチ ョウの集団飛来が3回 以上確認 されているのは、No．49新井田川 一

松館川 （八戸市）合流だけであるが、この地点でもここ3年 間は飛来が確認 されていな

い。オオハクチ ョウが進出 してきたために移動 したのか、平成20年 度の調査結果が待

たれ る。

コハクチ ョウは、平成18年 度 の調査では、県全体で五戸川一市川橋 （八戸市）で6羽

の確認だけであり、平成19年 度 には、県西部の津軽地方で約100羽 、東部の南部地方

で40羽 が確認 されている。繰 り返 しになるが、この時期オオハ クチ ョウに比べてコハ

クチ ョウが極端 に少 ないの も特徴的である。
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No． 観 察 地

総

種 前期 中期 後 期 合

類10111213141516171819計

増
減

平
均

飛
来
地

飛来地Aラ ンク地点

50新 堤

51高 松 の 池

52津 軽 石川

53赤 石

54御 所湖

1

ー
エ

ー

ワ
自
0

4
占

5

5

0

0

5

9

4

3

1
⊥

オ

隷

ア

オ

オ

オ

オ

飛来地Bラ ンク地点

55金竃4≡松Z3； ；

56北 上川一大正橋 オ
コ

57北 上川 一長徳 橋 オ235

58半 蔵 堤 オ136

59和 賀川 一猫谷 地 オ

60磐 井川 一上 の橋 オ132

中 津川 一落合 橋 ヘ オ61

北 上川 合 流 点

62北 上川 一珊瑚 橋 オ662

北 上川 一 オ21563

雫石 川 合 流点

64磐 井川 一前 堀

65蒲 沢堤 一油 島

66五 郎沼

長 内川 一67

新 開橋 上 流

衣川 一68

豊巻 ・土屋

69遠 野 町早 瀬 町

オ
オ
オ

オ

オ

オ
飛来地Cラ ンク地点
70涌 津 沖

都 南 中央 橋 一71

徳 田橋

徳 田橋 一72

紫波 南 大 橋

73郷 ノ 目沖

オ

オ

オ

646499502434660437

222騒 僻 ，ン灘 ：47’斑

2045371725

232398263289369373

7611213812296106

42758212215198

20696166193166

39

Q
∨
2

0

8

1

13821250133

盤56

3704044614，864AAA

解6334・ ，鰍9cc

133623216B

1812322082，846AAC

12299631，036ABC

567294842ACA

83107991，210ABB

111

翻 鼓8’ 欝 数

86944115682

130135110138897

2967923054

8864594947

119

79215

4° ！r2
，1：墨 三

131536B

念6馨

191924B

168913B

115135631B

78599B

BA

CC

A

A

A

C

C

（し

C

C

6844425940755881467BCA

303137121275128

21813893

183103251

147

3619570

オ

74人 首川 一豊 田橋 オ100

オ6275蛇沼池

I”

76黄 海川一黄海 オ
77矢 作町島辺橋 オ

78和 賀橋一九年橋 コ

38

53

73

5764

1535960156

3737

441，670BBC

6672875BCB

97117872BCB

66102743BCA

4367485BCA

473651726963391B

373852556592

3864505753

95

42

86

5292

8

△
乙

3

？

39

B

377BA

48349B

444421594292061，375CBB

1781902191741581771，096CBB

855117211862128616CCA

だ0

1
⊥

9
ム

Q
」

2

ρ
U
．

9

1387299

626172

150

1蹄 鐙 馨18愈 、

39375659

54633763

額 餐 ’グ鵠 メ睦

861｛ ｝7

6187

46

8678

577CCB

472CCB

452C

6鐙 ｛）tc∵B

339CA

301CC

3数cB

オオハ クチ ョウのAラ ンクが5地 点、Bラ ンクが15地 点 、Cラ ン クが8地 点 で あ る。

コハ クチ ョウのAラ ンク地 点は な く、Bラ ンク1地 点 、Cラ ンクが2地 点で あ る。集 団

飛 来地 ラン クの数 か らい うと、岩 手 県 もオ オハ クチ ョウが 主の県 で ある。

N・．50新堤 （北 上市）は どち らか とい うとア メ リカ コハ クチ ョウの存在 で知 られて い

るが 、表 で も明 らか よ うに岩 手 県随 一 のオオハ クチ ョウの飛来地 で、 毎年400羽 以 上
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が飛来 している3A地 点であり、コハクチ ョウはBラ ンク飛来地である。新堤でオオ

ハ クチ ョウは増加傾向にあるが、 コハクチ ョウが減少気味である。

飛来地Cラ ンクのNo．51高松の池 （盛岡市）は、盛岡市内中心部近 くにある池である

が、毎年300羽 近 くのオオハクチ ョウが飛来 している。AAC地 点である。

No．52津軽石川 （宮古市）は、岩手県第3位 のオオハクチ ョウ飛来地 （年平均100羽 程

度）ではあるが、 ここ3年 連続 で飛来数が減 っている。ABC地 点である。

No．54御所湖 （雫石町）のオオハ クチ ョウの飛来数が、総合計や年毎にはNo．53赤石

（金 ヶ崎町）より上回ってい るが、連続飛来回数が赤石10回 、御所湖99回 とい うこと

で、県内順位は赤石 の方が上 となっている。赤石はACA地 点である。

岩手県のハ クチ ョウ飛来地 は地形的な面か ら、太平洋沿岸地帯 と県中央部北上川 沿

いの2ル ー トを中心に散在 している。その中で、ハクチ ョウ類集団飛来地点は、北上

川 沿いにより多 く認 められる（No．53津軽石川は太平洋岸）。それは、県北部の久慈川

以南の太平洋沿岸地域には大 きな平野部や湖沼もない し、太平洋側が北上山地で南下

する行 く手を阻む状態になっているか らと考え られ る。 このことは青森県東部 （南部

地方）の集団飛来地か ら南下す るハクチ ョウのルー トを地図上でた どっても容易に推

測できる。青森県東部方か らの南下ルー トは国道4号 線 とほぼ同 じルー トだと考える

ことができる。

コハクチ ョウは前述の通 り新堤が最大の集団飛来地であるが、新堤の周辺 にコハク

チ ョウ集団飛来Cラ ンクNo．78和賀橋 一九年橋 （北上市）、No、56北上川 一大正橋 （花巻

市）、コハクチ ョウCラ ンクのNo．75蛇沼池 （盛岡市）、No．55金流川 一花泉老松 （一関市）

な どの集団飛来地がある。コハクチ ョウの集団飛来地は表では5地 点あげられるが、

近年、集団飛来地が3地 点まで減ってい る。

参考までにNo．50新堤の欄にアメ リカコハクチ ョウの飛来数を記載 した。平成13年

度以降毎年20羽 前後の飛来が確認 されている。

04宮 城県

オオハ クチ ョウのAラ ンクが15地 点 、Bラ ンクが10地 点 、Cラ ンクが20地 点で あ る。

一方 コハ クチ ョウではAラ ン クは1地 点
、Bラ ンク2地 点、Cラ ンク11地 点で あ る。

コハ クチ ョウの集 団飛来 地点 が多 くな ってい るものの、オオハ クチ ョウが 主 となって

い る。

飛来 地 点で はオオ ハ クチ ョウの方 が多 いが 、1地 点 の最大 飛来数 はNo．86迫 川 一若柳

大橋 下流 （栗 原 市）の コハ クチ ョ ウは県 内の最大飛 来数 で あ る。また、オオハ クチ ョウ

とコハ クチ ョウを併せ た羽数 で もNo．79蕪 栗 沼 （大崎 市）よ りも多 くなってい る。

仙 台平野 北部 で は岩 手 県境 に近い水 田地 帯 が最 大 のハ クチ ョウ集 団飛 来地 で あ る。

オオハ クチ ョウ飛 来Aラ ン ク15地 点 の うち、伊豆 沼周 辺以外 で は、No．83白 石川 一東

白石 駅裏 （蔵王 町）、No，89阿 川 沼 （七 ヶ浜 町）、No．90本 町橋 （気仙 沼町）の3地 点だ け

で ある。

オオ ハ クチ ョウ とコハ クチ ョウが 同一地 点 に集 団飛 来 してい る場 所 で ランク入 り
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No． 観 察 地
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オ111手代 木 沼

ma

112馬 牛 沼 オ
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114北 浦 オ
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してい る地点 だ けで も13地 点 もあ るの が、宮城 県 の一つ の特徴 と言 えるか も知 れ ない。

北海 道 ・青森 ・岩 手 の道 県で は、オオハ クチ ョウが主で あ った が宮城 県 で は コハ クチ

ョウが だんだ ん主 にな りっっ ある こ との表 れ とも考 え られ る。

コハ クチ ョウ飛 来Aラ ンクは前述 したNo 、86若柳 大橋 の1地 点 （AAB） だ けで ある。

Bラ ンクはNo．103迫 川 一龍雲 寺橋 下流 、No．79蕪 栗 沼 の2地 点 で ある。 この よ うにAラ

ンク とBラ ンク地 点が少 な く、Cラ ンク地 点が多 く、オオハ クチ ョウの半数 の コハ ク

チ ョウが飛 来 して い る結 果 に もな って い る （前述）。

No．79蕪 栗 沼は オオハ クチ ョウ ・コハ クチ ョウの集 団飛 来 地で あるが、 オオハ クチ

ョウが 主 （AAC） の地 点で あ る。蕪栗 沼 と若柳 大橋 下流 地点 の飛来状 況 をみ る と平成

15年 度 を境 に、蕪栗 沼 では オオハ クチ ョウが極 端 に増 え るにつ れ コハ クチ ョウが減 少

してい る。一 方、若 柳大 橋 下流 では 同様 に平成15年 度 を境 にオオハ クチ ョウが減 るに

つ れて コハ クチ ョウ増加 す る全 く逆 な現象 が起 きてい る。オ オハ クチ ョウとコハ クチ

ョウを併 せ た数 では10年 間 で若柳 大橋 下流 の方 が蕪栗 沼 を2倍 ほ ど上回 ってい る。

前述 した が、伊 豆沼周 辺 には コハ クチ ョウの集 団飛来 はな く、オ オハ クチ ョウだ け

が集 団飛 来 してい る。伊豆 沼周 辺 の調 査地 点N・．80、No．81、No．85、No．88を 併 せ る と

10年 間 で7，000羽 以 上 のオオ ハ クチ ョウが飛来 してい る。

No．92迫 川一ニ ツ橋 、No．98大 迫志 田谷 地、No．79蕪 栗 沼、No．84化 女沼が コハ クチ ョ

ウの飛来数 の多い 地点 で あるが 、これ らを結 んで み る とオオハ クチ ョウが 多い伊豆 沼

周辺 よ りも南 に シフ トして い るこ とが わか る。宮城 県 ではオ オハ クチ ョウが仙 台 平野

北 部 に、 コハ クチ ョウが南部 に主 と して飛来 して い る よ うだ。

No．92迫 川一ニ ツ橋 （登 米市）とNo．97白 石川 一大河 原公 園 （大 河原 町）を比較 す る と、

ニ ツ橋 で は平成15年 度 を境 にオ オハ クチ ョウが減 りコハ クチ ョウが増 えてい る。それ
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に対 して、大河原公 園ではオオハ クチ ョウが増えコハ クチ ョウが減 っている。二つの

地点の飛来状況を詳 しく見る と、オオハクチ ョウもコハクチ ョウもある年極端に数が

多 くなる と次の年には一方の種が全 く記録 されなくなっているようにも思 える。2地

点は比較的距離が離れているが偶然の一致だろうか。

注 目したい地点二っある。一っはNo．107大 沼 （仙台市）で、平成10～13年 度まで全 く

ハクチ ョウ類が記録 されていなかったが、平成14年 度 にオオハクチ ョウが100羽 以上

飛来 してか らコハクチ ョウも飛来するよ うにな り、それ以降毎年集 団飛来 している。

大沼は仙台市東南部の太平洋側 で七北 田川 と名取川 の中間に位置す る水田地帯の小

さな沼である。 もう一っが、No．124長 沼一北部 （登米市）である。 ここはオオハクチ ョ

ウもコハ クチ ョウも集団飛来す る地点であるが、 コハクチ ョウが平成10年 度か ら5回

程集団飛来 して以降全 く飛来記録がない。オオハクチ ョウも隔年の飛来である。これ

らの地点で、その原因について調べてみ るとハ クチ ョウの飛来の1要 因がわかるのか

もしれ ない。

05秋 田県

N・． 観 察 地

飛 来 地Aラ ン ク 地 点
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長 木 川 一 オ378259199276361430370184236106130

町 付 近
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オ12912411576681021096135皆 瀬 川一久 保 橋
口 ’勿 鷹 鱒 彦 掬3簸8ま 宏

136白 子 川 一八 幡 オ427251843510756

137米 代 川 一薄 井 オ48816165477150
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138大 堤 オ285917895106143

オ252341871139小友 沼
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斑 雀e奪

オ オハ クチ ョウで はAラ ンク4地 点、Bラ ン ク5地 点、Cラ ンク1地 点 で ある。 コハ

クチ ョウのA、Cラ ン ク地 点 はな く、Bラ ンク1地 点 のみ で ある。 どち らか とい うと

青森 ・岩手 県 と同 じ傾 向の よ うに も思 え る。秋 田県 もオ オハ クチ ョウが主 な種 と言 え

る。

オ オハ クチ ョウ もコハ クチ ョウも飛 来数 トップ はNo ．128玉 川 一鴬野 （大仙 市）で 、オ

オハ クチ ョウは多い 時で1，400羽 を超 え、10年 連 続 の飛来地Aラ ンク地 点 （AAC） で

あ る。同所 は、 コハ クチ ョウも平成12年 度 か ら連 続8年 間毎年 約200羽 程度 が飛 来 して
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お り、コハクチ ョウ飛来第2位 のNo．139小友沼 （能代市）やNo．135皆瀬川一久保橋 （湯沢

市）を大きく上回っている。

No．129、No．135の両地点 とも皆瀬川流域にある。これ らの地点は秋 田県南部の内陸

の集団飛来地で、皆瀬川流域で平成19年 度にはオオハクチ ョウ、コハクチ ョウ併せ て

飛来数が350羽 を数 えた。 これ らの地点は、湯沢市か ら山形県最上地区へ と飛翔ルー

トが続いてい くよ うである。

No．130長木川一栄町 （大館 市）は、オオハクチ ョウAラ ンク（AAC） であるが、これ

まで続 けていた給餌活動 を名産品の比内鳥 と鳥イ ンフルエンザ との関係 から行政主

導で平成19年 度か ら中止 した地点である。給餌活動中止の影響か平成18年 度の約半数

の飛来数に とどまっている。給餌活動中止後 に現地 を訪れてみ ところ、それまで水位

を上げてハ クチ ョウの遊水ゾーンも設けていたのが、水位 を上げる堰 も外 され単なる

澱みのない川 となっていた。それでもオオハクチ ョウ20羽 程が中州に上がって休憩 し

ていた （平成20年4月1日 ）。

集団飛来地Bラ ンク地点では、全体的 にオオハクチ ョウの飛来数の減少傾向が見え

る。その中で ものNo．135皆瀬川一久保橋 （湯沢市）は、オオハクチ ョウの減少傾 向とと

もにコハ クチ ョウの増加傾 向が見 られる。オオハクチ ョウとコハクチ ョウの飛来数の

反比例的な状況は、その地点周辺の採餌可能な餌の量 とも関係 してい るのだろ うか。

同様な傾向がNo．128玉川一鴬野の平成16年 度頃か ら見えるよ うにも思える。それ以降

は偶然に してもオオハ クチ ョウとコハ クチ ョウを併せた羽数がほぼ同 じ程度になる

のだ。収容羽数 との関係だろ うか

No．139小友沼は、ガン類やハクチ ョウ類の南下 ・北上時の中継地点 として知 られて

いる沼であるが、この調査で見 る限 り重要な集団飛来地点ではないよ うに思える（こ

の時期の積雪凍結が影響 してい るのかも知れない）。

秋田県のハクチ ョウの集団飛来地を地図上にプロッ トしてみると、No、130長 木川一

栄町が最北部の集団飛来地である。 この地点は、青森県西部の津軽地方へ と国道7号

線沿いに続いている。また、 この地点か らほぼ東にNo．131小坂川一上川原 （小坂町）が

ある。上川原か ら県道2号 線沿いに十和田湖へ、そ して十和 田湖か らさらに青森県東

部の南部地方の集団飛来地へ とルー トが続いているようである。
一方秋田県南部への飛翔ルー トもこの二つの地点か ら二つのルー トに分かれてい

るよ うだ。長木川一栄町地点は、能代市 ・八郎潟を経て秋 田市への南下ルー トへ、小

坂川一上川原は、国道282号 線沿いに八幡平を経て岩手県北部へ南下す るルー トとな

っているようである。

秋田市へのルー トは、潟上市の男潟周辺か らさらに2ル ー トに分かれて、一っは秋

田県内陸部へ と入 り、横手市 ・湯沢市、そ して山形県の内陸部へのルー トになる。こ

のルー トは玉川 一鴬野 （大仙市）か ら、国道46号 線 沿いに岩手県盛岡市付近 ともつな

がっている。もう一つは、 日本海沿いに南下 し、山形県酒 田市最上川河 口、そ して新

潟県へ のルー トになっているのが見えて くる。
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06山 形県

N・． 観 察 地
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オオ ハ クチ ョウで はAラ ンク3地 点、Bラ ンク4地 点、Cラ ンク2地 点で あ る。また、

コハ クチ ョウで はAラ ンク2地 点 、Bラ ンク2地 点 、Cラ ンク5地 点 で ある。 どち らか

とい うと青森 ・岩 手 ・秋 田の北部3県 と同 じ傾 向が ある よ うに も思 え るが、 コハ クチ

ョウの集 団飛 来地 点 が多 くな ってい る。この傾 向は隣県 の宮城 県 と同 じ傾 向 とも言 え

そ うで あ る。集 団飛 来 地は 山形 県 の 日本海 側 庄 内地方 に多 く点在 し、コハ クチ ョウの

飛 来数 の半数 以 上が この庄 内地方 で記録 されて い る。

No．140最 上川河 ロー両羽橋付 近 （酒 田市）は、1地 点 として は 日本 一 の飛来数 を誇 る最

上川 ス ワンパー ク周辺 で ある。 オオハ クチ ョウは年平 均5，500羽 （AAC） 、 コハ クチ

ョウは年 平均3，800羽 （AAC） 飛来 してい る。両種 併せ て10年 間 で90，000羽 以 上の飛

来数 を数 えてい る。

この地点 にハ クチ ョウ類 が多 いの は、①積 雪 が少 ない こ と、②庄 内平 野の水 田の落

ち穂 量 が膨 大で あ るこ と、それ に③ 餌 の競合 す るマ ガ ン ・ヒシ クイ等 のガ ン類 の飛 来

が少 ないた め と考 えてい る。 この地点 で は、オオ ハ クチ ョウとコハ クチ ョウが 同一場

所 で の棲 み 分 け、上流 ・下流や 近 くの河川 ・湖 沼 ・冬季 湛水 田等へ の分散 化傾 向が 見

受 け られ る。
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また、この地点では1年 間に 日本に飛来するハクチ ョウの15％ 近くもが飛来するこ

とか ら、1カ 所に極端 に集 中飛来するため万一病気が発生 した場合の種の安全に関わ

るような危険性があることも指摘 されている。

No、142赤川頭首工 （鶴 岡市）は、オオハクチ ョウのAラ ンク （AAB） の飛来地で、毎

年200羽 前後の飛来が確認 されている。この地点は山形県の 日本海側であるが、内陸

地方への出入 口にもあた り、山越 え飛翔前後の集結場所 としての存在意味があるのか

も しれない。 このことを考慮す ると、No．141赤川一黒川橋下流 （AAB， 鶴岡市）も同

じ河川の数km下 流で もあ り、 コハクチ ョウの集結場所で もあるかも知れない。

No．143徳 良湖 （尾花沢市）はオオハクチ ョウ集団飛来A（ACC） ランク地点である。

この地点は内陸の山形盆地の東北部に位置 し、さらに北のNo．145野々村堤 （真室川 町，

オオハクチ ョウBラ ンク地点）と飛翔ルー トがつ ながっていると考えられ る。野々村

堤は、秋 田県内陸部の湯沢市 ・横手市か ら飛来する国道13号 線ルー トにある。

No．147月 光川一蟻i塚、No．154月光川一菅里橋、No．155月光川一庄内高瀬川合流 （いずれ

も遊佐町）の3地 点は、同一水系でその間の距離 も1km以 内で、同一生活圏 と考 えられ

る。この3地 点はコハ クチ ョウが主である。 この地点は、秋 田県か ら山形県に南下す

る国道7号 線ルー トの山形県最北の位置を占める。

No．152下 池、No．146上池 （いずれ も鶴 岡市）の2地 点は庄内地方には珍 しい湖沼であ

る。庄内地方にはガ ン類が塒にす る湖沼が少ないためにガン類の飛来が少 ないと考え

ているが、この二つの池には毎年数百以上のヒシクイが飛来 してい る。上池、下池 も

コハクチ ョウが主である。二っの池を併せると毎年平均1，000羽以上のコハクチ ョウ

が飛来 してい る。

山形県の内陸地方 にハクチ ョウの飛来が少ないのは、積雪で採餌行動が容易でない

ためであると考えてい る。春先の北上行動の時には内陸地方の水田でもハクチ ョウ類

を多 く眼 にす ることができる。内陸地方は福島県福島市 と国道13号 線ルー トで結ばれ

ていると考えている。

07福 島県

集 団飛 来 の様 子は 、北海 道 ・青森 ・岩手 ・宮城 ・秋 田 ・山形 の道県 と若干 違 う。 こ

れ らの道県 で は、オ オハ クチ ョウが主 な種 で あった が、福 島県 ではオオ ハ クチ ョウA

ランクは3地 点 、Bラ ンク3地 点、Cラ ンク6地 点で あ る。 また コハ クチ ョウのAラ ン

クは11地 点、Bラ ンク7地 点、Cラ ンク7地 点 で ある。

この よ うに コハ クチ ョウの方 が集 団飛 来地 点 も総飛 来数 も多 くな ってい る。さ らに

福 島 県で は、オオハ クチ ョウ単独 で の集 団飛 来Aラ ンク地点 はない。これ らの こ とは、

コハ クチ ョウが主 な種 で あ る こ とを示 してい る と考 えて い る。

No、156高 野池 （鏡石 町）はオ オハ クチ ョウ単独 の飛 来数 では県 内第一 のAラ ンク （A

AB） 地 点で あ るOコ ハ クチ ョウは22番 目。 オオハ クチ ョウ とコハ クチ ョウを併せ て

もハ クチ ョウ類 県 内第一 の飛 来数 を数 え る地 点で あ る。また近年 コハ クチ ョウの飛 来

数 が極端 に減少 してい る地点 で もあ る。この池 は周 囲lkmに もみた ない小 さな池 で あ
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るが、地理的には郡 山市 と白河市を結ぶルー ト上の中間地点にあ り、猪苗代湖 と太平

洋岸の夏井川 （愛谷，いわき市）のルー トが交差す る位置 にあるようだ。

No．157阿武隈川一文知摺橋 （福 島市）は、山形県最上川河 口同様 に、市街地のごく近

くにあるオオハクチ ョウとコハクチ ョウの大集 団飛来地 （両種 ともAAB） である。飛



29

来 地 は、河川 の幅 も河川 敷 も さほ ど広 くもな く、住 宅街 の中 とい う場所 で あ る。両種

のAラ ンク飛来 は 、長 年続 け られ てい る給餌活動 が誘 因 にな ってい るのか も しれ ない。

河川 の規 模 のた めか 、この地 点 に飛 来す るオ オハ クチ ョウ ・コハ クチ ョウ両種 の羽 数

合 計 は、毎年800羽 程 度 に とどま ってい る よ うに も見 える。

No．158上 繁 岡 第一堤 （楢 葉町）は、 上記 の2地 点が 内陸部 に あるの に対 し、 オオハ ク

チ ョウが主 な種 とな る県 の太 平洋 側 中部 で は最 大 の集 団飛 来地 で あ り、オオハ クチ ョ

ウAラ ンク （AAC） の地 点で あ る。県 内で は、 この地点 よ り北部 ・南部 とも太 平洋側

にはオ オハ クチ ョウの集 団飛来 地が ない。この地 点 よ り南 のオオハ クチ ョウの集 団飛

来 地 は茨城 県 にな る。

上記3地 点 が福 島県 で は飛 来数 も多 く代表 的 なオオハ クチ ョウ集 団飛来 地で あ る。

この3地 点以外 にオオハ クチ ョウが、 平成10～13年 度 頃ま では飛来 してい ない の に、

平成14年 度頃 か ら毎年集 団飛 来す る よ うにな った地点 は、No．172紅 葉 川一毛萱橋 （富

岡町 ）、No．159阿 武隈川 （北畑 ，郡 山市）、No．173大 池 （白河 市）、No．181水 原川 一水原 川

一境川 合流 地 （二本松 市）等 で、今 後の飛 来状 況 の推移 を見守 りたい。

コハ クチ ョウで は、No ．160夏 井川 （愛 谷 ，いわ き市）が コハ クチ ョウAラ ンク （AA

B） 地点 で、毎 年300～400羽 以上確 認 で きる県 内第1位 の コハ クチ ョウ飛 来 地 で あ る。

No．161鮫 川一鹿 野 地点 （い わ き市 ）は 、No．82夏 井川 （愛谷 ）よ り南 に40km程 に あ り、コ

ハ クチ ョウAラ ンク （AAC） 地点 だ が、 こ こ数年 そ の数 が減少 してきてい る。

福 島県 の コハ クチ ョウを論 ず る時 、猪苗代 湖 の存在 を抜 きにす る ことはで きないだ

ろ う。福 島県 の主 な集 団飛来 地 はほ ぼオオ ハクチ ョウ とコハ クチ ョウの両種 の集 団飛

来地 で あ るのに、猪苗代 湖 だ けはオオ ハ クチ ョウの集 団飛来 の記録 が ない。猪苗 代湖

はなぜ か しらコハ クチ ョウの湖 なの で ある。猪苗代 湖 には コハ クチ ョウ集 団飛来 地点

が6カ 所 あ り、内4カ 所 は猪 苗代 湖北 西部 に、湖 南 と湖 北 に各1地 点 あ る。猪苗代 湖 に

コハ クチ ョウ集 団飛 来Aラ ン ク5地 点 、Bラ ンク1地 点 と極 めて飛来頻度 も高い ところ

で もある。猪 苗代湖 のAラ ン ク地 点 の うち一番 飛来 数 が多い のが湖 の最北端 のNo．166

猪 苗代湖 一三城 潟浜 （AAA） で、毎年 ほぼ200羽 程 が飛来 して い る。その次 が湖 の最南

端No、162猪 苗 代 （AAB） で、 こ こも毎 年200羽 程度 飛来 してい る。 猪苗代湖 全体 で は

毎年1，300羽 程 が飛 来 して い る。

コハ クチ ョウ集 団飛 来Bラ ンク地 点のNo ．174猪 苗代湖 一長浜 か らNo．177滝 湖一只 見

町 内 までの4地 点 は平成12・13年 度 頃 か ら、 またNo．181水 原川一水原川一境川 合流 部、

No．183阿 武隈川 一西 田堂 の2地 点 は、平成15年 度 頃 か ら連続 しての新 しい集 団飛来 地点

で あ る。

オオハ クチ ョウに もNo．159阿 武 隈川 （北畑）やNo．172紅 葉 川一毛萱橋やNo．173大 池、

No．181水 原 川一水原川 一境川 合 流部 等 は平成14年 度 頃か らの新 しい集 団飛 来 地 が あ る。

特 に水 原川 一水 原川一境川 合流 部 と阿武 隈川一西 田堂の2地 点 は平成10年 度頃 に はハ ク

チ ョウ類 が全 く飛来 しない地 点 で あった。

福 島県 のハ クチ ョウ類 の集 団飛 来地 を結 んで飛翔 ルー トを考 察す る と、一つ は内陸

部 （国道4号 線 ）ル ー トとも う一 つ は太 平洋 沿岸部 （国道6号 線 ）ル ー トの南 北 の2ル ー ト、
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それ に前述 した新潟～猪苗代湖～太平洋岸 を結ぶ交差す るルー トの計三つが主 とな

る。しか しこの調査をまとめて、福 島新潟 を結ぶルー トが もう一つ あるように思える。

それは、No．177滝湖一只見町内とい うBラ ンク地点存在のためである。 ここは、平成

12年度か ら毎年100羽 前後のコハクチ ョウが記録 されている。地形的にみてもここは

越冬地ではなく、中継地の様相を呈 している。とす るこのルー トは、猪苗代湖か ら会

津若松市を通 って新潟県魚沼市 ・小地谷市等の新潟平野南部へ と続 くルー トではない

かと考え られ る。それがNo、177滝湖一只見町内地点の集団飛来の意味であろ う。

08茨 城県

No． 観 察 地

飛 来 地Aラ ンク地 点

186大 塚 池 オ141127142

187古 徳 沼周 辺 水 域 オ153118128

188古 徳 沼 オ826177

189菅 生 沼 類2総 ’2鰯 雛 ？

飛 来地Cラ ンク地 点

水 戸 市 オ190

南 西部 水 域SU

191大 島公 園 オ22

192北 浦 南部 ブ32

193牛 久 沼 ブ534553

総 飛

種 前 期 中期 後 期 合 来 平 増

類10111213141516171819計 地 均 減

1251612072172412222261809ABB

911122081291421001331314ABB

59694738566243594ACB

3894麓 蓼縦389392護6’18嚢 ） 透 藝

65128152103117565CCB

題431斑 魏

4245

40354140

343331

纐 鐙

紗t邊 鱒e
49158B

30218B

249C

認67A

ブニコブハクチョウ（以下同様）

集 団飛 来地 はAラ ンク4地 点 （オ オハ クチ ョウ3・ コハ クチ ョウ1） とCラ ンク1地 点

だ けで あ る。福 島 県 と比較 す る と極 端 に少 な く、ハ クチ ョウ類集 団飛 来 の南 限 をそ ろ

そ ろ表 して い るのか も知 れ ない。

茨城 県のハ クチ ョウ類 集 団飛 来 地で特 徴 的な のは、 コブハ クチ ョウの集 団飛来 地

No．192北 浦 南部 （鹿 島市 ）～No．194霞 ヶ浦西 部 （かす み が うら市）の3カ 所 が あ る ことだ

ろ う。 この コブハ クチ ョウは、標識 調査 に よ りウ トナ イ湖 か ら移 動 して きてい る こ と

が判 明 してい る。

全体 的 に県北 部 にオオハ クチ ョウの集 団飛来 地が 多 く、県南部 は コハ クチ ョウの集

団飛 来地 が多 い。

No．186大 塚池 （水 戸市）は市街 地 か ら30kmほ ど西 に あるオオハ クチ ョウAラ ンク （A

BB） 地 点で、毎年200羽 程 が集 団飛 来 してい る。 この池 には通年 コクチ ョウが放 鳥飼

育 され て ヒナ も育 って い る。 また、No．187古 徳 沼周辺 水域 （ABB） 地 点、No．188古 徳

沼 （ACB地 点，い ずれ も那珂 市）は、県北部 のオ オハ クチ ョウ飛 来Aラ ンクの重 要 な

地 点で あ る。 古徳 沼 とそ の周 辺 を併せ て毎年200羽 程度 が飛 来 して い る。

No．189菅 生沼 （常総 市）は、茨城 県で 唯一 の コハ クチ ョウ集 団飛来Aラ ン ク （AAB）

地点 で、毎 年 ほぼ200～300羽 程 が飛 来 してい る。その飛 来数 の年変化 も少 な く、近 年

で は300羽 以上飛 来 し、 ほぼ安 定 した集 団飛来 地点 で ある。
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No．190水 戸市南西部水域 （水戸市）は、平成15年 度頃か ら集団飛来が確認 されるよう

になった地点で、どちらか とい うとオオハクチ ョウが主であ り、コハクチ ョウはその

半数程の50羽 前後の飛来の ようだ。平成15年 度か らは5年 連続 してオオハクチ ョウも

コハクチ ョウの同じ程度飛来 している。

09栃 木県

種 前 期

No． 観 察 地 類101112

飛 来 地Cラ ン ク地 点

195羽 田沼 コ．292230

中 期

1314

5780

，怠 飛

後期 合 来 平 増

1516171819計 地 均 減

4910123611426744CCC

オオハクチ ョウの集 団飛来地はない。 コハクチ ョウもA・Bラ ンク地点はな く、

No．195羽 田沼 （大田原市，Cラ ンク地点）以外に集 団飛来地はない。羽田沼はコハクチ

ョウの集 団飛来地であるが、飛来数の変動 は年によって大きい ようだ。羽田沼は県北

部にあ り、福 島県 白河市方面 （国道4号 線ルー ト）か らのコハ クチ ョウ集団飛来だ と思

う。羽 田沼はランクには入 らないが、オオハクチ ョウが集 団飛来 してい る年 もある。

10群 馬県

種 前期

No． 観 察 地 類10

飛 来 地Aラ ン ク地 点

196多 々 良沼cr鱗 ’総

総

中期 後 期 合

111213141516171819計

増
減

平
均

飛
来
地

舘 9癌 額 難 鎚 韮額 額 認 c6

オオハクチ ョウの集団飛来地は見あた らない。No．196多 々良沼 （館林市）は、コハク

チ ョウAラ ンク（ACC） 地点で、毎年80羽 程度の飛来であるが、近年減少傾 向が見受

け られ る。多々良沼 には、オオハクチ ョウも20羽前後飛来 している。ランクには入 ら

ないがコハクチ ョウの集団飛来地 としては同 じ館林市の城 沼（東に約20km）もあげら

れ る。 この多々良沼や城沼は、栃木県 ・茨城 県 ・埼玉県に挟まれるように突き出た地

点にあ り、ハクチ ョウ飛翔ルー トの南北東西へのクロスする地点であるかもしれない。

この地点の南西には利根川 を挟んで埼玉県のコハクチ ョウ集団飛来地が数カ所 あ り

荒川に至る。

11埼 玉県

種 前期

No． 観察地 類10

飛来地Aラ ンク地点
荒川植松橋 泣 鐙197

下流域

，怠

中期 後 期 合

111213141516171819計

増
減

平
均

飛
来
地

鐙6 灘 織 鑑 ・繊 総 灘 斑1．8責8奪

オオハ クチ ョウの集 団飛来 地 はない。No．197荒 川植 松橋 下流域 （深谷 市）は コハ ク
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チ ョウ集団飛来Aラ ンク（ABC） である。 ほぼ毎年100羽 前後の飛来が確認 されてい

るが、減少傾向が見 られる。この地点ではオオハ クチ ョウはここ数年全 く観察 されて

いな し、全県でも1羽程度の記録である。

この地点を挟んで荒川沿いに上流7km程 の地点 と下流5km程 の地点にもコハクチ ョ

ウの集団飛来地がある。

この3地 点を西に伸ば してい くと、国道18号 線、254号 線、高速道上信越道沿いの長

野県香坂のコハクチ ョウ集団飛来地へ ともルー トがつなが り、長野県 との飛翔ルー ト

があることも考え られ る。

12千 葉県

No． 観 察地

飛 来 地Aラ ンク地 点

繊 議㈱1鰯2髭198立埜原

オ67

199夏 目堰US

総 飛

種 前 期 中期 後期 合 来 平 増

類10111213141516171819計 地 均 減

掴1五 雛7額 斑5｛｝ 鰐9A餐

141611821680763

悶7593A

No．198立埜原 （本埜村）は、冬季湛水田ヘハクチ ョウを呼び寄せて生まれた飛来地で

ある。平成10年 度か ら飛来数が順調 に増 え1，000を超すまでになったが、平成19年 度

には全 く飛来が確認できていない。その反対にそれまでほとん ど集団飛来 しなかった

オオハクチ ョウが平成19年 度 に突然600羽 を超 えた。 コハ クチ ョウが飛来 しな くなっ

たのはオオハ クチ ョウの集団飛来がその要因と考え られている。

平成19年 度 にオオハクチ ョウが大挙飛来 したが、この地点に近いオオハクチ ョウの

集団飛来地は茨城県の遠州池，池花池 （美野里町）で、直線距離に しておよそ50km北 に

位置 している。このオオハクチ ョウの集団飛来が今後 どの様 になるのか注 目していき

たい。

コハクチ ョウの集団飛来地 としては、ランクには入 らないが、No．199夏 目堰 （東庄

町）と新川 （新七間川，旭市）の2地 点が40kmほ ど東の利根川沿いにもある。

No、199夏 目堰は平成17年 度か ら連続 して集団飛来するようにな り、この地点への コ

ハクチ ョウの飛来が今後 どのように変化 してい くのかも注 目す る必要があろ う。

県最南端のハクチ ョウ集 団飛来地は、北緯35度51分 の手賀沼 （我孫子市）だが、ここ

に飛来記録 のあるのは コブハクチ ョウである。房総半島ではこれ以南に集団飛来の記

録 はない。No、198立埜原 も北緯35度 の線上にあり、オオハクチ ョウ、コハクチ ョウの

集 団飛来地南限はこの辺 りではないだろ うか。

前述 したが、水田の乾 田化はハクチ ョウ類の採餌行動を困難にするが、千葉県の水

田のほ とん どは冬期間乾燥 している。そのためハクチ ョウ類の集団飛来も少ないのだ

と判断 してい る。集団飛来記録が少ないために、千葉県内のハクチ ョウ類の飛翔ルー

トの分析はできない。
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15新 潟県

No． 観 察 地

飛 来 地Aラ ン ク地 点

総 飛

種 前 期 中期 後 期 合 来 平 増

類10111213141516171819計 地 均 減

200瓢 湖

201北 新 保 大 池

202蓮 野 弁 天 潟

五 日市 大 池 ，203

長 峰 の 池

佐 潟 ， 上 佐 潟 ，204

御 手 洗 潟

鳥 屋 野 潟 ，205

清 五 郎 潟

206福 島潟

207信 濃 川

五 十 公 野公 園，208

升 潟

オ132148351822322153043243623242258A

ua34523255，2e243熟933514遥833密 τ3｛｝t｛｝3・77ff28鷲32，862AA

オ109161121140112207545684393

コ7詑8932欝ZB蟹 ）316？35註8319th84021et）

オ13817214111817815513891152131

オ175158237158159156185277282

オ392251112218721186159124106

オ366161143265124’
zi683．4D99㌶ ’27372緬12r133鎗 斑

コ ’15書2鋤 ア

crン 髭 ．5｛培 ・

コ 軽7蜘

1437A

6，7擬A

1414A

1787A

1270A

B

R
一
A

A

B

A

C

A

B

且

B

B

B

ra222＄17窃 ｝2va82e239166222G38磁464320斑M6426， ’842AA耳

253127

飛 来地B・Cラ ン ク地 点

206五 十 嵐川 オ59β6

207阿 賀 野川u「 額2

208力 日治 川cr

209阿 賀 野川 コ

雛7羅172833iZ463A

｛絃2195鵠 描 顧｝解 壌≧解186cr3騒8鵠16鰯 ，鱒4AAB

雛3挺1ま8賠 殼鵠1｛ ｝817鱒 ’f968， 輻2轟AC

鱒 弱1幼63584835額1， 灘8毒BB

485CCB

AA

　　 31　 　 　　 　　 E　 　　 　　　 　 　

299聡5’ 鶴9336舶 参 ほ 路22246，2⑳1｝AA

143｛｝1罐8描 嬢6？ 洗4676§ タ擁7CAA

ま8¢8雛 賭94雛 騒823路 ｛）AB・

オ オハ クチ ョウ集 団飛 来Aラ ン ク5地 点、B・Cラ ン ク各1地 点 あ る。 コハ クチ ョ ウ

で はAラ ンク7地 点 、Bラ ン ク1地 点、Cラ ンク2地 点 ある。オ オハ クチ ョウとコハ ク

チ ョウが 同 じ地点 にAラ ンク とな って い るのが4地 点 ある。飛来 地 の環境 が優 れ てい

る と解 釈す べ きか 、集 団飛来 で き る環境 の箇所 が少 ない と解 釈す れ ばい い のだ ろ うか。

オ オハ クチ ョウ ・コハ クチ ョウ ともに集 団飛 来地 点数 は ほぼ同 じよ うで あ るが 、飛

来数 か らす る とコハ クチ ョウが圧倒 的 に多い。この よ うに考 え る と新潟 県 では北 隣の

山形 県 と同 じよ うに コハ クチ ョウが主 な種 で あ る。

No．200瓢 湖 （阿賀野 市）には、オ オハ クチ ョウが毎年 ほぼ200～300羽 、コハ クチ ョウ

が3，000羽 ほ ど飛 来 して い る。 両種 ともAAB地 点 で ある。

No．201北 新 保 大池 （村上 市）は、県最 北のオ オハ クチ ョウ（ABA） ・コハ クチ ョウ （A

AA） の集 団飛来 地 で、 ここも コハ クチ ョウが圧倒 的 に多 い。 北新保 大池 は 面積 お よ

そ25，000㎡ で瓢湖 の4分 の1以 下の小 さい池 で、日中はほ ぼハ クチ ョウが全 て周辺 の水

田に採餌 に出払 って しま い、塒 的 に使 われ る場所 で あ る。 この地 点は 山形 県 か ら 日本

海側 国道7号 線 、345号 線 沿い の飛 来ル ー トに ある と考 え られ る。

No．204蓮 野 弁天 池 （聖 篭 町）は北新保 大池 とほぼ同 じ大 きさで、北新保 大 池か ら瓢湖

と同 じ程 度 の距離 を西 南下 した ところ にあ る。 こ こは オオハ クチ ョウAラ ンク （AB

B）地 点 で あるが、 コハ クチ ョウも少 し確 認 され てい る。飛 来数 は毎年 ほぼ100羽 程度

で あ る。

No．204佐 潟 ，上佐 潟 ，御 手 洗潟 （新潟 市）はラムサー ル条約 の登録 湿地 で ある。 ここ

で も コハ クチ ョウの数 が圧 倒 的 に多 く、毎年 ほぼ2，000羽 以上 が飛来 してい る。 これ
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に対 しオオハ クチ ョウはせいぜい100羽 前後であるが、オオハ クチ ョウ集団飛来Aラ

ンク （ABC） 地点である。この地点は、新潟平野の南西部の砂丘地帯にある。砂丘地

帯は、北の北新保大池か ら蓮野弁天池を経てここ佐潟まで形成 されている。3地 点 と

も砂丘地の中の池であ り潟で もある。

No．205鳥 屋野潟，清五郎潟は、新潟市街地に近接 した信濃川水系の潟である。ここ

でもコハクチ ョウが圧倒的に多 く、年平均1，700羽、オオハ クチ ョウは50羽 程度の飛

来である。地理的にみて、山形県～富山県の飛翔ルー トと瓢湖 ・福島県への飛翔ルー

トの交差地点の潟 と言えるようだ。

No．203五 日市大池，長峰の池 （柏崎市）は新潟県内でオオハクチ ョウが100羽 以上確

認 できるオオハクチ ョウの集団飛来地Aラ ンク（ABA） 地点である。 この地点は、

No．204佐 潟，上佐潟，御手洗潟か ら南西 に日本海沿いに42kmほ ど富山県寄 りの地点で

ある。 コハクチ ョウは平成17、18年 度 に各10羽 ほ ど確認 されているが、平成19年 度に

は飛来が確認 されていない。

No．209五 十嵐川 （三条市）はオオハ クチ ョウの集団飛来地Bラ ンクの地点であるが、

毎年飛来数 は約50羽 前後で、ここ数年減少傾向が見 られる。また、この地点はランク

には入 らないがコハクチ ョウの集 団飛来地で、その飛来数はオオハ クチ ョウを上回っ

ている地点でもある。この地点をハクチ ョウ類飛翔ルー トか ら見る と、新潟平野の東

南部にあ り、国道289号 線で福 島県の会津地方 と結ばれ るコースだと考え られ る。 こ

の地点だけが新潟県内の他の集団飛来地か らポツンと離れた感 じが否めない状況で

ある。ここに こんな形で集団飛来地があるとい うことは飛翔ルー トに関係 していると

見 るのが妥当 と考 える（前述）。

No．206福 島潟 （新潟市）はオオ ヒシクイの飛来地 として有名な ところであるが、飛来

数が県内第三位 のコハクチ ョウ集団飛来地Aラ ンク （AAB） 地点で、コハ クチ ョウの

飛来数は毎年2，000羽 を超 える。一方オオハクチ ョウの飛来はここ3年 間2桁 に届いて

いない。福 島潟は瓢湖か ら北に8km、 北新保大池へ北東30kmの 地点にあ り、採餌場 も

ほぼ重なる部分もあって、 目常的な移動範囲と考え られ る。

No．207信濃川 （燕市 ・長岡市）、No．208五十公野公園，升潟 （新発田市）、No．210阿賀

野川 （新潟市）は、いずれ もコハクチ ョウの集団飛来Aラ ンク地点である。同 じAラ ン

ク地点で も河川である信濃川 ・阿賀野川では飛来数が多 く、五十公野公園，升潟では

飛来数が極端に少ない。その場所の収容能力が関係 しているものとも思われる。

16富 山県

N・． 観 察 地

飛 来 地Aラ ン ク 地 点

213田 尻 池 オ5288841031018674517037746ACC

214石 畑 池 オ354147123

215野 中 ，滋 磁 糧 灘03雛 頷3澱 簗 ．B．

総 飛

種 前期 中期 後 期 合 来 平 増

類10111213141516171819計 地 均 減
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富山県はオオハクチ ョウ集 団飛来地では 日本最西端 となる。

No．213田尻池 （富山市）は、オオハクチ ョウ集団飛来Aラ ンク（ACC） 地点で、飛来

数は70羽 前後 と多 くないが毎年集団飛来 している。前述 したが、周囲300m程 度の小

さな池で給餌活動 も続 けられているためか毎年飛来 してい る。

No．214石畑池 （射水市）は、オオハクチ ョウの集団飛来地ではあるが、ランクには入

らず、平成17年 度以降2年 間飛来が確認 されていない。

表 にはないが、上記2地 点の近 くの婦中町宮崎地内水 田（富山市）にもオオハクチ ョ

ウが集団飛来 してい る地点がある。

No．215野 中 （富山市）は、富山湾沿いの コハクチ ョウの集団飛来地で、平成15年 度以

降の集団飛来地である。飛来数 も200羽 を超 えてお り、今後の推移に注 目したい。

この他 にも神通川河 口や常願寺川河 口にはオオハクチ ョウや コハクチ ョウも少数

飛来 してい る。

富山県では、県の北東部、富山市 よりも東部の 日本海沿いに コハクチ ョウが多 く、

県中央部の富山市以南にオオハ クチ ョウの飛来地が多いよ うだ。

17石 川 県

No． 観 察 地

飛 来 地A・Bラ ンク 地点

216邑 知 潟at慧 灘 灘2鵜2簿 巖51織 ．2纏

217河 北潟 類 霧9繊3欝 鶏9鶏 縛1鱗 難B3鰭3鱗

218片 野 鴨 池ua類 窺 ．厳1鍵 ま凝 欝29￥3鰯

総 飛

種 前 期 中期 後期 合 来 平 増

類10111213141516171819計 地 均 減
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オオハクチ ョウの集団飛来地はない。集団飛来 してい るのは全て コハクチ ョウであ

る。 コハクチ ョウのAラ ンク2地 点、Bラ ンク1地 点である。

No．216邑 知潟 （羽咋市）は、 コハクチ ョウ集団飛来Aラ ンク （AAB） 地点で、近年

飛来数が減少気味であるが、年間200羽 ほどの確認数がある。

No．217河 北潟 （金沢市）もコハ クチ ョウAラ ンク （AAA） 地点である。 この2年 ほど

300羽 以上の飛来数が確認 されてお り、飛来数は増加傾向にある。

No．218片 野鴨池 （加賀市）では前期か ら中期 にかけて飛来数が増加気味であったが、

平成18・19年 度の2年 間飛来が確認 されていない。上記 の3地 点はいずれ も日本海岸沿

いに位置 している。

この他にもコハクチ ョウが集団飛来す る地点としては、柴 山潟 （加賀市）があげ られ

る。

石川県で特に注 目したいのは、能登半島の先端部分にある雁 の池 （珠洲市）である。

ここで平成19年 度にコハ クチ ョウが200羽 以上確認 されている。注 目したいのは、羽

数ではなく、どこか らコハクチ ョウが飛来 したのか とい うルー トに関連 したこの地点

の地理的な位置である。新潟県からの飛来はあま りにも西に位置 しているようで、大
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陸か らの飛来 とも考えられるのが … 。いずれに しろ半島の突端でもあ り
、 どこか

らの飛来 なのか飛来ルー トも知 りたい ところである。

また・石川県自体が 日本海沿いに南北に細長い県であるが、コハクチ ョウの集団飛

来地は全て海岸沿いに北東～南西への一直線上にあるのも興味深い。

19山 梨県

No． 観 察 地

219山 中湖

種 前期 中期

類1011121314

ブ

15

総 飛

後 期 合 来 平 増

16171819計 地 均 減

36444248170B

オオハ クチ ョウ ・コハクチ ョウの両種 とも集団飛来地点はない。ただ平成17年 度に

笛吹川下曽根橋下流 （中道町）で コハクチ ョウ3羽 が確認 されてお り、全 く飛来がない
わけでもなさそ うである。また、この地点は集団飛来地ではないが、コハクチ ョウの

長野県 と埼玉県を結ぶ飛翔ルー トが見えて くる気がす る。
No．219山 中湖 （山中湖村）はコブハ クチ ョウだけの確認 である

。平成16年 度か ら連続
してほぼ同 じ羽数であ り、通年飼育下の ものか確認す る必要があると考えている

。

20長 野県

No． 観 察 地

飛 来地A・B・Cラ ンク地 点

220犀 川 一御 宝 田 コk＄3

223諏 訪 湖 コ 〃／ias
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オオハ クチ ョウの集団飛来地はない。しか も前述 したが10年 間で18羽 しか飛来が確

認 されていない。

コハクチ ョウでは・集団飛来Aラ ンク2地 点、Bラ ンク2地 点、Cラ ンク1地 点ある。
No・220犀川 一御宝田（AAB） 、No．122犀川 一徳治郎 （AAC，2地 点 とも安曇野市）

は犀川流域に位置 し・2地 点間の距離 も約5kmと 日常的には同 じ生活圏 と考え られ る
。

したがって・ この2地 点の飛来数は トー タル して増減 を考 えた方が適切なよ うな気が

するが、少 し減少傾向が見 られ る。

他県で も見 られたことであるが、2地 点 とも平成17年 度には前年度 と比べて200～

400羽 ほ ど飛来数が増加 しているが、平成17年 度以外の飛来数が平均的な飛来数の よ

うでもある・犀川 一徳治郎地点の平成12年 度の飛来数が記録 されていない
。

No．222上川，中門川 （諏訪市）とNo．223諏訪湖 （岡谷市 ・諏訪市）は、いずれ も長野県
南部諏訪湖周辺 のコハクチ ョウの集団飛来地である．上川 ，中門川 は、諏訪湖力、ら南

東 に約6kmに あ り・諏訪湖のハ クチ ョウの同一生活圏だ と考えられ る
。両地点 ともこ
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の数年飛来数 が減少 してきている。

長野県のハクチ ョウ飛翔ルー トを集団飛来地点をもとに考えると、新潟県か らのル
ー トと埼玉県か らのルー トがあるように思 う。また、県内で も河川、国道沿線上に2

ルー ト考え られ る。新潟県か らのルー トは、国道18号 線、上信越高速道路沿いの南下

ルー トが考 えられる。 このルー トで南下 したコハクチ ョウが千曲市で2ル ー トに分岐

す るようだ。一つ は、千曲川、国道18号 線、上信越高速道路沿いに南下、埼玉県に至

るルー トである。 もう一つは、国道403号 線、高速道路長野道沿いに安曇野市、犀川

流域を南下 し、松本市を経て諏訪湖に至るルー トである。諏訪湖の先 も2ルー トに分

岐 して静岡県へのルー トと天竜川沿いに愛知県に至るルー トが考え られ る。

25滋 賀県

N。． 観 察 地

飛 来地B・Cラ ン ク地 点 ’

総 飛

種 前 期 中期 後 期 合 来 平 増

類10111213141516171819計 地 均 減

226尾 上

227早 崎

ee雛
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オオハ クチ ョウの集団飛来地はない。 コハクチ ョウで もAラ ンク地点はない。B、

Cラ ンクが各1地 点ある。滋賀県のコハ クチ ョウは減少傾向が見 られ る（表参照）。

No．225延勝寺 （湖北町）がコハ クチ ョウBラ ンク地点で、5年間継続 して100羽 以上の

飛来が確認 されているが、3年 連続 して100羽 ほどの減少傾 向にある。

No．226尾 上 （湖北町）はコハクチ ョウ集 団飛来Cラ ンク地点で、ほぼ1年 おきに飛来

が確認 されてい る。

延勝寺 と尾上の2地 点はいずれも琵琶湖北東部の岸に対峙 してあ り、その間の距離

も直線で3km以 内で至近距離であることから、 目常的に行き来を している同一生活圏

と考え られ る。またNo．227早 崎 （長浜市）も琵琶湖沿岸 にあ り、延勝寺 と尾上の2地 点

とは湖岸沿いに三角形を形成するような位置にあ り、その距離 も長い方で5km程 度で

ある。

上記3地 点の他 に、琵琶湖西岸に松 ノ木内湖 （高島町）や志那町（草津市）とい う集団

飛来地点 もある。いずれ も琵琶湖沿岸地域である。

なお、平成17年 度に琵琶湖の南東岸 （琵琶湖大橋 より北側）にある喜合 ・菖蒲 ・吉川

（いずれ も野州市）の3地 点でそれぞれ700羽 以上のハクチ ョウ類 （種不明）が報告 され

ていることも付 け加 えておきたい。平成17年 度の各地の飛来は異常で、その影響か と

も考 えられる。

滋賀県のハ クチ ョウ飛来ルー トは、 日本海側からも、長野県 ・岐阜県ルー トか らも

考 えられ る。滋賀県以南には集団飛来地の確認がほ とんど無 く、滋賀県がコハクチ ョ

ウの終着点のよ うにも考え られ る。ただ、琵琶湖北部が鳥取県へのルー トの中継地点

になってい ることは考 えられる。
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31鳥 取県

No． 観 察地

飛 来 地A・B・Cラ ンク地 点
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オオハ クチ ョウの集団飛来地はない。 コハクチ ョウの集団飛来Aラ ンクが1地 点、
Bラ ンク2地 点、Cラ ンク1地 点がある。

No．228中海 （米子市）は、鳥取県内唯一のAラ ンク（AAC） 地点である。中海では平

成16年 度頃までは700羽 を超 える飛来数 であったが、 この数年減少傾 向が激 しく、最

盛期の半数 どころか100羽 にも充たない飛来状況になってい る。

No．229天神川 （倉吉市）は、Bラ ンク飛来地で、ここ数年100羽 以上の飛来が記録 さ

れてい る。ここは、鳥取県東部の鳥取市 と県西部の中海のちょうど中間に当たる地点

にある。

この倉吉市に隣接す る湯梨浜町の東郷池にコブハ クチ ョウが ここ数年10羽 以上確

認 されているが、飼育下の ものか飛来 してきたものかはこの記録だけでは不明である。

No，230日野川 （米子市）もBラ ンク地点であるが、 ここ4年 間に集団飛来は一度だけ

で・飛来数が激減 しているとも言える。中海 ・天神川 とこの 日野川のコハクチ ョウ集

団飛来のA・Bラ ンク地点全てで飛来数の減少傾向が見 られ るのが特徴的である。減

少傾 向の原因が気 になる。

No．231千代川 （鳥取市）はCラ ンク地点であるが、平成13年 度か ら集団飛来が確認 さ

れ、現在 まで毎年 ほぼ60羽 程度が連続 して記録 されている。

No．232日光池 （鳥取市）は、平成15年 度か ら継続 して毎年100羽 程度の集団飛来が記

録 されている新 しい集団飛来地である。他 の地点の減少傾向 と関係があるのだろ うか。

鳥取県のハ クチ ョウ類の飛翔ルー トは、石川県 ・福井県か らの 日本海沿いと考え ら

れる。人工衛星を使 った飛翔追跡では、鳥取県か ら直接大陸に飛翔するルー トも立証

されているが、全てが大陸か ら飛来す るとも考え られない ことから、上記のルー トも

考 えられる・ただ、石川 ・福井両県か ら直接飛来す るのではなく、琵琶湖周辺 を経由

して 日本海側 に出て飛来す ることも考 えられる。

32島 根県

オオハ クチ ョウの集団飛来地はない。 コハクチ ョウの集団飛来Aラ ンクが3地 点、
Bラ ンク地点な し、Cラ ンク1地 点である。

No・233能義平野 （安来市）は、鳥取県の中海への飛来数が減少 した平成17年 度か ら極

端 に飛来数が増加 している。中海 との間 も直線で10kmも ない距離であり、中海 に飛来
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No． 観 察 地

飛 来 地A・Cラ ン ク地 点
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していたコハ クチ ョウが集団飛来地を移動 した とも考えられる。中海周辺 と能義平野

の集団飛来地は、その距離的を考慮する とほぼ 日常的に相互飛来の 日常生活圏内 と考

えられる。今後 ともこの周辺の集団飛来の変動 に注 目したい。

No．234宍道湖 （松江市）もコハクチ ョウ集団飛来Aラ ンク （AAB） 地点で、前期に比

較する と後期には飛来数が2倍 以上増加 してい る。この傾向は能義平野 と同 じである。

No、235中海南部 （八束町）は、鳥取県 と境を接す る中海 の集団飛来地 （AAB） で、中

海 ・能義平野などと日常的に相互飛来を行っているもの と考 えられ る。そ うい う面か

らこの中海 ・宍道湖は県別 に区切って飛来状況を考察するのではなく、一緒に して検

討すべき地域ではないか とも考 える。

中海 とい う区切 りで飛来状況 を見た場合、鳥取県の中海 とここ中海南部は同じよう

な傾 向で飛来数を減 じている。平成18・19年 度 に中海周辺でハ クチ ョウの飛来を阻害

す る要因が何かあったのだろ うか。

No．236潟 の内 （松江市）は、地理的には宍道湖の北東部にあたるが、もっと広域的に

見ると中海 と宍道湖の中間的な位置にある。この地点は中海への飛来数が減少す るに

したがって飛来数 を増加 させている地点である。位置的に見ても中海 を補完す る地点

といえるのかもしれない。 この地点への飛来数の推移にも注 目すべ きだろ う。

N・．237斐伊川一伊萱せき地点 （雲南市）は、平成17年 度以降集団飛来が確認 された地

点である。この地点が コハ クチ ョウの継続的な集団飛来地 としては現在 島根県の最西

端であ り最南端の地点 となる。

4． 全 国的 な飛 来 地

都 道府 県別 に集 団飛 来地 の様子 やそ の飛翔 ルー ト等 につい て述べ て きたが、ここで

は、ハ クチ ョウ類飛 来 を全 国的 な レベル で述 べ る。

1） ハ クチ ョウ類 飛 来地 日本ベ ス ト10

平成10年 度 か ら10年 間の 日本 のハ クチ ョウ類 飛来 地上位10地 点 を飛 来数 の多 い順

に抽 出 した。

① オ オハ クチ ョ ウ

10年 間 の飛来数 で上位10位 まで の地点 は次 の34カ 所 で あ る。

北海 道 ：厚 岸湖 一1・2・3・4、 屈斜 路湖 一3、 尾 岱沼 一2・3、 火散布 沼。 青

麹 昼 ：間木 堤、浅 所、坪 川。岩 手 県 ：新 堤、高松 の池 、北上川 一珊瑚 橋。宮城 県 ：皆

瀬川 一志摩 地点 、阿武 隈川 一文 知摺橋 、伊 豆 沼、内沼 、大迫 、志 田谷地 、迫川 一ニ ッ
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1、 目1」

位1011

1最 上川 河 口5550最 上川 河 口

2厚 岸 湖 一42574厚 岸湖 一4

3玉 川 一鴬 野1312大 浦 沼

4北 上川 一珊 瑚 橋662玉 川 一鴬野

5新 堤451新 堤

6浅 所442皆 瀬川 一志 摩

7坪 川407上 繁 岡第 一 堤

8上 繁i岡第 一 堤390阿 武 隈川

9尾 岱 沼 一2379間 木 堤

10長 木川 一栄 町 付辺378尾 岱 沼 一3

12

5240最 上川 河 口

2286厚 岸 湖 一4

771上 繁 岡第 一堤

767q鳥 ’瀬ノll

646玉 川 一鴬 野

585新 堤

400迫 川

351高 野池

343高 松 の池

322浅 所

13

4745最 上川 河 口

1041厚 岸 湖 一4

700蕪 栗 沼

614新 堤

545直 沢大 溜 池

499海 上 連

496火 散 布 沼

471間 木 堤

398高 野 池

395q§r漣頁刀1

5430

4300

575

502

435

433

429

392

379

328

14年

1最 上川 河 口

2厚 岸 湖 一4

3上 繁 岡第 一 堤

4高 野 池

5尾 岱 沼 一2

6新 堤

7直 沢 大溜 池

8海 上 連

9内 沼

10長 木 川

15年

4420最 上 川 河 口

2800玉 川 一鴬 野

800高 野 池

712新 堤

525上 繁 岡第 一堤

434厚 岸 湖 一4

4347甫 津7中

386皆 瀬 川 一志摩

364長 木 川

361蕪 栗 沼

後

18年

16年

5450最 上川 河 口

1489厚 岸 湖 一3

693高 野 池

660厚 岸 湖 一2

580玉 川 一鴬 野

516厚 岸湖 一4

442厚 岸湖 一1

433木 間 塚

430蕪 栗 沼

390阿 武 隈川

期

19年

6700

895

880

767

738

716

696

529

473

464

17年

1最 上 川 河 口6200最 上川 河 口

2高 野 池1614厚 岸湖 一2

3厚 岸 湖 一31251厚 岸湖 一1

4厚 岸 湖 一41112玉 川 一鴬 野

5玉 川 一鴬 野988高 野 池

6水 原 川 ・境 川 合 流651蕪 栗 沼

7白 石 川643直 沢 大溜 池

8上 繁 岡第 一 堤600阿 武 隈川

9阿 武 隈川517屈 斜 路湖 一3

10内 沼501海 上 連

5800最 上川 河 口

1516玉 川 一鴬野

1012高 野 池

974大 迫 ， 志 田谷 地

769伊 豆 沼

753阿 武 隈川

650蕪 栗 沼

565新 堤

486厚 岸 湖 一2

450間 木堤

5600

927

790

601

528

513

511

461

416

399

注 ）最 上川 河 口＝最 上川 一河 ロー両羽 橋 付近 ， 長 木川 ＝長 木川 一栄 町 付 近 ，

阿武 隈 川＝阿武 隈川 一文知 摺 橋 鳴 瀬川 二鳴瀬 川 一木 間塚 橋 下流 ， 迫川 ＝迫川 一

ニ ツ谷 橋 付近 ，海 上連 ＝海 上連 親 水公 園溜 池 ， 白石 川＝白石川 一大河 原公 園

谷橋付近、蕪栗沼、海上連親水公園溜池。秋 田県 ：玉川 一鴬野、長木川 一栄町付近。

山形県 ：最上川 一河 ロー両羽橋付近。福島県 ：上繁岡第一堤、水原川一水原川 一境川

合流部、白石川一大河原公園、鳴瀬川一木間塚橋下流、高野池、木間塚、直沢大溜池、

涌津沖、大浦沼。

オオハ クチ ョウの集団飛来地のベ ス ト10位は北海道東北地方である（表参照）。最上

川河 口がオオハクチ ョウ飛来数で断然1位 で、毎年5，000羽以上が確認 されている。

また、10年 間連続の飛来数第1位 である。

この調査 とか関係 ないが、極端な数の飛来 と言って もいいのかも知れない。や は り、
1カ所 に極端 な羽数の飛来については病気の発生に十分対策 をとってお く必要を感 じ

る。



41

② コハ クチ ョウ

倶

立

ハ

イ 10

1瓢 湖
2最 上川河口
3佐 潟，
4鳥 屋野潟
5福 島潟

6迫 川
7中 海
8北 新保大池
9夏 井川 （愛谷）

10阿 武隈川

11

3452瓢 湖

2820最 上 川 河 口

2223福 島潟

1683佐 潟

1521北 新 保 大 池

928中 海 南 部

798小 友 沼

712ク ッチ ャ ロ湖

682信 濃川

680能 義 平野

RIJ！
12

3255最 上川 河 口

3190佐 潟 ， 上佐 潟

2807瓢 湖

1760迫 川

893鳥 屋 野 潟

778夏 井川 （愛谷 ）

702中 海

580猪 苗代 湖 一 白

508猪 苗代 湖 一三

497阿 武 隈川

13

3158最 上 川 河 口3850

2768瓢 湖3249

2424鳥 屋 野 潟2737

1211福 島 潟2195

923佐 潟2023

910中 海1124

798信 濃 川853

386下 池834

354上 池786

350ク ッ チ ャ ロ 湖700

14年

1最 上川 河 口

2瓢 湖

3佐 潟

4鳥 屋 野潟

5福 島 潟

6力 日治川

7中 海

8上 池

9立 埜 原

10ク ッチ ャ ロ湖

15年

3865瓢 湖

3351最 上川 河 口

3156福 島潟

2551佐 潟

2256鳥 屋 野潟

1436上 池

967信 濃川

763加 治 川

661下 池

645阿 賀 野川

後

18年

16年

4183最 上川 河 口

4100福 島潟

4097佐 潟

2220瓢 湖

2133力 口治川

1959鳥 屋 野 潟

1825信 濃 川

1348上 池

949下 池

851北 新 保 大 池

期

19年

5250

4297

3884

3327

1912

1851

1755

1640

1260

1183

17年

1最 上川河口
2佐 潟
3瓢 湖
4福 島潟
5能 義平野
6犀 川一徳治郎
7迫 川

8立 埜原
9宍 道湖
10鳥 屋野潟

4900瓢 湖

4643最 上川 河 口

3010福 島潟

1860佐 潟

1250信 濃 川

1240鳥 屋 野潟

1114阿 賀 野川

1050迫 川

981能 義 平 野

827上 池

3770最 上川 河 口

3700福 島 潟

3548瓢 湖

2001， §］屋 里予享潟

1795阿 賀 野川

1517佐 潟

1416能 義 平 野

1267北 新 保 大 池

1259下 池

1013迫 川

3600

3016

2841

2832

2224

2164

1565

1140

832

824

注）最上川河口＝最上川一河ロー両羽橋付近，佐潟＝佐潟，上佐潟，御手洗潟，
鳥屋野潟＝鳥屋野潟，清五郎潟，迫川＝迫川一若柳大橋下流 阿武隈川＝
阿武隈川一文知摺橋，猪苗代湖一白二猪苗代湖一白鳥ケ浜，猪苗代湖一三＝
猪苗代湖一三城潟浜

10年 間 に飛来 上位10位 ま での地 点は次 の25カ 所で あ る。

北海 道 ：ク ッチ ャ ロ湖 、宮城 県 ：迫川 一若柳 大橋 下流 、秋 田県 ：小 友沼 、 山形 県 ：

最 上川 一河 ロー両 羽橋付 近 、上池、下池 、福 島県 ：夏井川 （愛 谷）、阿 武隈川 一文知 摺

橋 、猪苗代 湖 一 白鳥 ヶ浜 、猪苗代 湖 一三城潟 浜 、千葉県 ：立埜 原、新潟 県 ：瓢 湖、北

新保 大池 、佐潟 ， 上佐 潟 ，御 手 洗潟 、鳥屋野潟 ，清 五郎潟 、福 島潟、信 濃川 、阿賀野

川 、加 治川 、長 野 県 ：犀川 一徳 治郎 、鳥取 県 ：中海 、島根 県 ：能義 平野 、宍道 湖、 中

海 南部。

コハ クチ ョウの場合 、瓢湖 と最 上川 河 口が毎年2，000～3，000羽 で1・2位 を独 占 して

い る。特 に新 潟 県 は、オ オハ クチ ョウの集 団飛 来 地が10位 に入 る地 点が全 くないの に
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対 して、コハクチ ョウの飛来地は10位 以内に入る地点が毎年半数以上 もあるのが特徴

的である。また、鳥取県や島根県には上位10位 に入 る大きな飛来地が4カ 所 もある。

コハ クチ ョウの飛来数 が増加 してい ることは前述 したが、年 によっては上位10位 ま

でが全て1，000羽以上の飛来地 となっていることもオオハクチ ョウと違 う点である。

新潟県の場合、平成18・19年 度にコハ クチ ョウの飛来が16，000羽 ほどであるが、表

の飛来地だけで14，000羽 以上のコハ クチ ョウが飛来 している。いかに多 くのコハクチ

ョウが集団飛来地 に集中 しているかが分かる。

上記の飛来地は、給餌活動が行われているか、または周囲に採餌できる広大な水田

地帯があるかに二分できるよ うだ。大集団飛来のための条件なのか も知れない。

③ ハクチ ョウ類

吉10年

1最 上川 河 口

2瓢 湖

3最 上川 河 口

4厚 岸 湖 一4

5佐 潟

6鳥 屋 野潟

7福 島潟

8玉 川 一鴬 野

9迫 川

10中 海

11年

5550最 上 川 河 口

3a52瓢 湖

2829最 上 川 河 口

2574福 島潟

2223厚 岸 湖 一4

1G8＄ 佐 潟

籍群 北 新保 大池

1312中 海 南部

．928玉 川 一 鴬野

？99小 友 沼

中

15年

目1」

12年

5240最 上川 河 口

3395最 上川 河 口

鍵 釦 佐潟

纏 醇 瓢湖

2286迫 川

辞斑 厚 岸 湖 一4

額3鳥 屋 野 潟

778夏 井 川 （愛谷 ）

767中 海

？G2上 繁 岡第 一堤

期

16年

13年

4745最 上川 河 口

3158厚 岸湖 一4

2？68最 上川 河 口

2424瓢 湖

t2il鳥 屋 野潟

1041福 島潟

geg佐 潟

夢鐙 中海

？98信 濃川

700下 池

5430

4300

385e

3349

273？

2ig5

・3933

1i24

853

3騒

14年

1最 上 川 河 口

2最 上 川 河 口

3瓢 湖

4佐 潟

5厚 岸 湖 一4

6鳥 屋 野 潟

7福 島潟

8力 日治川

9中 海

10上 繁 岡第 一 堤

4420最 上川 河 口

3s65瓢 湖

＄3SS最 上川 河 口

3i56福 島潟

2800佐 潟

雄額 鳥屋 野潟

、2256上 池

1姶P信 濃川

9解 玉川 一鴬 野

800加 治 川

後

18年

5450最 上 川 河 口

4路3最 上 川 河 口

駐oo福 島潟

re97佐 潟
’222e瓢 湖

xs33加 治 川

箆鱒 鳥 屋 野潟

192s信 濃 川

1489上 池

玲48下 池

期

19年

6700

525｛）

4297

3884

332？

1912

1額1

1755

田40

1霧劔

17年

1最 上川 河 口

2最 上川 河 口

3佐 潟

4瓢 湖

5福 島潟

6高 野 池

7厚 岸 湖 一3

8能 義 平 野

9犀 川 一徳 治 郎

10迫 川

6200最 上川 河 口

4ge杜 瓢湖

46認 最 上 川 河 口

3eie福 島潟

縮60佐 潟

1614信 濃 川

1251鳥 屋 野潟

魏閲 阿賀 野川

1219迫 川

繊4能 義 平野

5800最 上川 河 口

3ア鴨 最 上川 河 口

3fO◎ 福 島潟

3擁8瓢 湖

2ge1鳥 屋 野 潟

E7s5阿 賀 野 川

ssz7佐 潟

14箆 能義 平 野

1Z6f北 新 保 大 池

認額 玉川 一鴬 野

5600

3㈱

3｛）16

2雛1

2832

22鍵

2164

1S65

1挺 ｛｝

927

注）数 字 の 白抜 き部 は オ オハ クチ ョウ，網 掛 け部 は コハ クチ ョウ

最 上川 河 口二最 上 川 一河 ロー両羽 橋付 近 ，佐 潟 ＝佐 潟 ， 上佐 潟 ， 御 手洗 潟 ，

鳥屋 野 潟 ＝鳥 屋 野 潟 ， 清 五郎 潟 ，迫 川＝迫 川一若柳 大橋 下 流
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オオハ クチ ョウとコハクチ ョウをま とめてハクチ ョウ類 とした場合が上記の表で

ある。

飛来数が多い地点の75％ がコハクチ ョウの飛来地である。これまで見てきた中では、

オオハクチ ョウが多い とコハクチ ョウが少ない とか、オオハクチ ョウが少ない とコハ

クチ ョウが多い とい うことがあった。 しか し、最上川河 口だけはオオハ クチ ョウとコ

ハクチ ョウの2種 共 の最大飛来地 となっている。他の飛来地の詳細は分か らないが、

最上川の場合、河川流域面積 も広 く、オオハクチ ョウとコハクチ ョウが棲み分 けを し

ていることか ら両種 とも多数飛来 して も収容できるのか とも考えている。

おわ りに

日本に飛来す るハ クチ ョウの数はどのくらいの数なのか、どこにどのくらいのハク

チ ョウが飛来 して越冬 してい るのか等、今のハクチ ョウの様子を把握 しよ うとしてデ
ータの分析に取 り組んでみたが

、まとめなが ら自分の不勉強 さを身に しみて感 じた次

第である。

ハクチ ョウの生態を知ろ うと日本各地を訪れて写真に収めた り、生態を観察 してき

た。このデータをま とめなが ら今まで知 らないハ クチ ョウの集団飛来地やハクチ ョウ

の飛来の様子、ルー トな ど私 自身 として とて も学ぶ ことが多かった。

デー タの信頼性 については種別同定の問題があるが、これは調査す る方 の識別能力

もあり仕方のないことか も知れない。しか し、ハクチ ョウを見てカモ と間違 う人はい

ないだろう。とすれば、種別 としてみることが正確 さを欠 くとい うのであってもハク

チ ョウ類 として とらえた場合、高い確率でハクチ ョウを同定できていると考えている。

だか ら、種別 としては一つの資料 として、またハクチ ョウ類 としては、正確 なデー

タとしてま とめるこ とができた と考 えている。

公表 されているデータを処理す る段階での誤 りやデータについての認識や分析解

釈の誤 りについて ご指摘いただければ幸いである。


